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1958年の紳春を迎え，会員諸賢と，その喜びをともにし，かつ，各位のご繁栄を祈って，一言
ご挨拶を申し述べたいと思う。

願承れば，ミサイルの爆音に耳目をそばだて，幾多の目新しい事件に明け暮れた1957年も，つ

いに画期的なソ連の人工衛星によって，一応この年の終止符を打たれたと言えよう。世の衆目を恋
つたこの2発の人工衛星は，宇宙世界に対する人類の科学の襖となったばかりでなく，以来世界各
国に，改めて科学技術の振興政策を，重要な課題として取りあげさせる大きな推進力となったので
ある。

わが国内においても，過去長い年月の間，いろいろ取り沙汰されていたことではあるが，科学技

術の問題は，最近，教育面ではもとより，社会的にも，政治的にも，かってないほど強く打ち出さ

れて来た。われわれ技術尊重を旗じるしとする会団にとっては，新春を迎えるのに誠にふさわしい
喜びであると言わねばならない。

一方わが林業界に目を転じると，本年はあたかも，林政・林業轆新の発足第1歩の隼に当る。
若き世代の同学人が論議・枕討を尽し，尊い経験を基として樹立された施策の数為が用意されて

いる。第1次生産業としての林業分野においては，実験・研究に長期を要するので，技術的成果の

よりどころを把握するのが困難だが，多年の研究の累積は，今や見るべきものが少くない。実験の

裏付けなくして，技術の発展は望承得べくもないが，これらの施策や技術的成果の採るべきもの

は，既に実行あるの象であり，その最もむずかしい合理的実施が強く要望されるところである。そ

の結果は，国有林・民有林を通じ，極めて多種多彩な特異性をもつ林業が，環境に応じて各地域に
発達するであろうことを，将来に期待したいものである。

わが協会の使命とする所が，技術的基盤に立った林業の発展・向上を図ることにあり，これはと

りもなおさず，世論の要望する産業技術の振興施策の一翼に他ならない。われわれは責任の重要性
を，ひしひしと痛感するのである。

わが協会が，遠く35年前からの由緒ある「興林会」を受け継いで，「日本林業技術協会」とし

て新装発足して以来，本年は実に満10周年を迎えるのである。戦後の荒廃した国士に，年を数多

くの，がっちりした稚樹が楯付けられ，または芽生え，根をおろして10年，漸く活力に満ち，美
事に成林しつつあるたくましさにもたとえられよう。

私は，年を更める毎に往時を偲び，「この活力の総てが，会員諸賢の林業技術に対する熱意とそ

の若さの力，またそれを温かく見守り育てて下さった先輩・同僚のご支援の賜物である」と，深く
肝に銘じている。

意義深く迎える新春に当り，特に若き世代の諸賢に，たゆゑなき「真理の探究」と「技術の錬
磨」とを期待し，若き力を基盤として，われわれの使命の重責を果して行きたいと念願するもので
ある。

重ねて，会員諸賢のご繁栄を祈り，年頭のご挨拶とする次第である。
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林業振興上の諸問題
●●、

永田竜之助偉大教授）

田中紀夫嚇総捜常務理事）

伊藤清三（赫野庁造株保護課）

小・倉武夫（林試｡木材部長）

一発言順一

(主催）松川恭・住・松原茂
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行って龍らない。法律が遊離してしまってるのが目につ

くのです。具体的に言うと，昭和14年改正の時，森林

組合を主体にして林業の振興を計るべく計画されたのは

御承知の通りですが，そして全国で6000の組合を設立

して500町歩以上の森林のある町村にそれぞれ組合を作

り，高等技術を修めた専門技術員を1名づつ設置すると

いうことで始めたわけですが，戦争のためもあって現在

森林組合の高等技術を修得した技術員が何人あるかとい

うことを考えて象るとはなはだたよりないといわざるを

得ない実簡であります。次に，昭和26年の欧正は，組

合制度の民主化と生産力の増強を目的にしたものですが

要領は森林計画に依って，国有林・民有林を問わず国内

の森林全体を通じて計画性のある生産態勢を強化調整す

るに髄かれたわけです。別に保安林制度を改正しました

が，その理論と目標とするところは決して悪いのではな

く，理想的なことなんだけれども，あまり理想が高すぎ

て一般の人たちがついていけない。事実森林法にきめら

れているような適正伐期以上の立木の伐採は届出をす

る。以下のものについては許可をもらう。許可とか届出

は形の上では実行されてますが,実際では税の関係やら
で真詞生が乏しい。私の言おうとしているところは，法

律をもつと簡単なものにして，一般の人盈に理解出来る

ように，更には実行の出来るような形に切摸えていく必

要があるのじやないかと思うのです。で主あ林業行う攻を

錨1するといっても，やってるとと自体については決し

て悪いことをやってるわけではない。ただその目標とし

て害かれていることが余りにも理想に走りすぎて現実と

かけ離れてるところが，今日の林政行政の根本をなす法

律の欠点であろうと思うわけなんです｡そこでもつと具
体的にするにはどうするかという問題になりますが，一

言にしていえば林業の実体と制度の効果及びその動きに

注意して適切な制度を定めることが望ましい。具体的に

は保安林の制度や森林組合の制度は根本的に改正して理

想と現実を結びつけられる形に切換える必要を提唱し度

松川本日はお忙がしいところ，誠にありがとうござ

いました。この座談会の主旨については，松原君からお

話し申し上げるはずでございますが，この協会はこうい

う友達同志で作った会団でござい蓑すので，仲のいい友

達同志が放談するといったような気持で，少しもこだわ

らないで，何なりとお話をいただければ非常に幸わせと

思います。どうぞ皆様が司会者というお気持で一つ思う

存分なお話を承わらせていただきたいと存じ蓑す。よろ

しくお願いいたし室す。では松原君どうそ。

最近の林野行政・

松原今日の座談会のテーマは林業振興上の諸問題と

いうことになっているのでありますが，最近の林野行政

はかなり躍進的な方向に転換して行っているように見受

けられます。これにともなって林業技術も新らしい方向

に進展しなければならない時期に来ていると考えます。

ついては林業技術者もこの際認識をあらたにしなければ

ならないという主旨でこの座談会を計画したのでありま

す。まず永田先生から，最近の林野行政の特徴といった

面をお話し願ったらどうかと思うのですが。

尿田御指命にあずかって申し上げるわけですが，私

は林野行政は森林とか林業を対象にした政策を義行する

ものであり輩すので，非常に長期の事業ということにな

りますからその執行の方法を定める法律は戟令暮欧でば

困る｡一度法律をきめたら何十年,何百年か変えないで実

行していくことをまず第一に考えなければならないと思

います。そういう意味で日本の森林法の過去をふりかえ

って染ると明治31年草案ができて，41年制定され，大

正5，6年ごろに一部改正があって，その後昭和14年ま

でほぼとんど礎化がない。昭和14年に画期的な改正をや

り,更に昭和26年に今度の改正があ.りました｡特にこの

2度の改正は，まったく文字通りの画期的な制度を観定

したものであります。処が，その後の実情をみてゑます

と，法律を制定した人たちが考えているように，ついて

′
や

力
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座談会：林業振興上の諸問題

いのです。

松原林総協では先般林業政策に関する要望書といっ

たようなものを，お作りになって関係当局にお出しにな

るようですが，役所の政策とはまた別個の林政というも

のをお考えになっているように思います。そういう面か

ら承て田中さんから少し具体的にお話し願います。

田中森林が国土保全的な機能を非常にもっており，

それが過伐によって非常に荒廃して戦後も災害その他に

よって好ましくない状態となり，いち早く治山治水問題

が取り上げられ，造林が一大国民運動として全国的親膜

に展開され，年間50万町歩ですが，今までにもなかった

世界的に象ても少ないような隆盛を承るに至ったという

ことは非常に結溝なことだと思います。そこで問題は戦

後150万町歩と称せられた隼林が一応造林されたとい

うので,治山治水造林が一段落した｡そこで今問題になっ

ておりますのは林野庁でも取り上げてすでにスタートを

切っている1町歩あたりの生産量を増強して林産物の供

給力を増大するという努力が強く払われてきていること

です。これは木材の鍔給関係から蕊て現在も需給が決し

て楽でなくて，加工輸入という面もございますけれども

フィリッピン材を900万石と米材その他で100万石ぐら

い輸入しているのにもかかわらず，今後なおソ連材はど

うしても数百万石入れなければいけ厳いというような実

情にある｡そうしますと,やほり日本の国土の7割を占め

る森林の力を充分発揮させるような努力が，この木材の

世界的な供給ガというものを考えます時に非常に必要な

のじゃないかと思います。今南方から輸入されておりま

すものの大部分が南方ラワン材の900万石で，針葉樹は

まだほとんど見るべきものがない状態ですが，日本の国

の林相を承蓄すと広莱嵩と針葉樹とが半盈位，一般用材

としての使われ方は針葉樹で8割，広葉樹で2割足らず

という状態です。したがって針葉樹の需要が特に苦しく・

て木材需給問題の焦点は針葉樹の需給緩和であり，その

一つは針葉樹の需要を広葉樹に出来るだけ切換えなけれ

ばいかんということにあると思います。するとまた広葉

樹の需要の大部分が薪炭材にくい込んでくる。現に山陰

地方に広葉樹を対象とした新らしいバﾙプ工場が先頃出
来たとすると,炭焼の炭材の人手が苦しくなる｡したがっ

て炭の生産が困難にならざるを得ないというようなこと

にまでおよんで来る。そうなると山村で生活している人

の社会的な問題も発生してくるわけで，いろんな派生的

な問題が需給問題と共に起ってくると思います。今まで

の木材需給の見通しが先頃の林野でたてられたものによ

ると40年後には用材で現在の2倍になる。私の林総協の

たてたのでも30年後現状の7割ふえるということが出

ている。人によりますと経済の角度から木材の将来を推

定すると従来経済の伸びと並行してきた需要を7割にゑ

ても40年後には4億5000万石になるという数字を打ち

出して，非常な反響をよんでる経済研究家もおり室す。

いずれにしても現状よりは木材の需要が非常に増えると

いうことは必至としますと，現在でも楽でないので将来

の供給力増強ということと，それからたとえば生産力増

強の一番本命である造林が，実際に需給に役立つには何

10年後かとしますと，それまでの間どうするかという

ことが，また大きな問題で，出来るだけ森林の生産期間

の短縮する早期育成ということが大きく浮び上ってくる

と思います。すると需要の形が昔の土建材を主体とした

時代から今では原材料として使われる方が非常に伸びて

きている。そうすると原材料として考えますとボリュー

ムが要求される，早く太ればいい，形質はあまり問わな

いというような点が昔と違ってかなり強くなってきた。

それから木材の使い方もこればまあ，昔は大径木を使っ

たものが，それの供給力の現状に伴って必然的に細いも

ので間に合せる傾向が非常に強くなった。それも傾向と

してば細物，ラミネー卜して使うという場合，あるいは

なお下級材，細小木材を使ってハードポードの形に持つ

てってどんな巾広の大きな板でも作るというようなこと

も進んできてるので余計ポリユウーム本位の森林の育て

方ということも考えられているという点溌非常に大き

く，森林の育て方をかえることが強くなってきたのじゃ

ないか，昔は枝打ち，間伐を盛んにやって形質の良いも

のを作り，同じ1石で材積は少くても非常に金員収額は

よかったという点があったが，この上物と下級材との幡

差がだんだん近ずいてきている傾向ですから，その点で

も相当考えさせられるものがある。

そこで林業政策というものに対する要望というものを

出したのです。8月28日の省議決定として発表された

新農林政策要綱ですが，あの中に出ている内容を承叢す

と，農の方ば非常に具体的に微に入り細に入り述べられ

ているのに対し，林業は非常に簡単に，要約されたも

のにすぎなく，幾とのバランスは非常に低調といわざる

を得ない。目下自民党の政調会で検討中とききましたの

で，政調会へ持って行きまして林業関係を軽視しちゃ困

る，もつと林業行政にほ一段と力を入れていただきたい

というような主張をとりあえずいたし，2，3日前の理

事会でその要望書を決定してもらって今後国会方面，政

府，それから木材というものが産業界から象た場合きわ

めて重要な，むしろ陰路物資にもなってきてるというこ

とから経団連にも持ち込承，今これからとの問題を押そ

うというので準備しております。

松原あれの要点をごく簡単にお願いします。

田中一つの大きな問題はですね，林業が金融磯関に
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座談会：林業振興上の諸問題

対して非常に力が弱い，表玄関から堂灸と金融機関と交

渉出来るような形態を持つために造林会社というものを

考えたのです。これは官も民も出費をし，政府が配当補

償を考慮するというものを作って強力に造林の一翼を

担なわした方がいいということを第一番に出してありま

す。それと並行して分収造林の推進ということを主張し

ているのです。それには分収歩合の合理的な出し方など

も含めた分収造林の安心してすすめられるような基礎法

規を打ち建ててもらいたいということを要望しておりま

す。それから林業の金融公庫というものを作ってもらい

たい。現在農林漁業金融公庫があってそれの中の喪金で

やっておりますけれども，林業は非常に長潮性であるた

めに特別に取り出して一段の林業関係の金融が円滑にい

くように特別低利率でやってもらいたいということで

す。それからあと主なものは林業試験費の増額です。こ

れが今3億5千万円ですかね。これが一般工業界では，

売上げの3～5％の試験研究鎧を投じて技術の研鏥をや

り，それを産業の基盤として活用しようとしております

が，林業試験の3億5千万という数字は，素材生産額2

千億円の僅ずか0.2％にすぎない。したがって現実に中

央の試験場並びに府県の試験研究機関を通じて承まして

も，どれもこれもですね，意欲はあっても手が伸びない

で，現地の調査も思うにまかせないという実情であるわ

けです。これは日本の農業は世界的にもつとも技術がす

すんでいるともいわれ，また明治初年以来反当収入が2

倍以上に伸びているのは主つたく技術の進歩によるとい

われてますが，林業面は私ども考え霞するに民間でこう

してもらいたいという試験､碗が遺憾ながらさっぱりす

すまない｡たとえばですね，林地肥培という問題を数年

前から私ども唱えておりますが，これはなかなか艇作物

と違って1年間ではわからないものですから，大規模な

組織的な調査が必要ですが，是非共実用的に研究して欲

しい。それと肥培についていえば全国にモデルの展示林

をもうけてもらいたいと思うのです。やっぱり一般の農

家の人は因習が強いというか，現実に目の前によくきく

ということを拳れぱ早速自分でもやるけれども，話を聞

いただけじゃなかなかやって象ようとしない。全国各地

に肥培の見本林，展示林のようなものを設けることは是

非国としてやってもらう必要があるのじやないか。それ

と並んで育種の問題はこれはすでにスタートを切ってお

りますが，試験場としても，もつと組識的に規漠を大き

くお願いしたいというふうに思うわけです。それにはや

はり予算というものがもつとなければならない。大体こ

んなことです。

森林生産力の増強

松原ただ今の田中さんのお話の中にもありましたよ

‘うに木材の将来は40年後には用材の需要が2倍ぐらい

になるだろう。そのために生産力の域強ということ，生

産期間の短縮ということが問題となってきますが，痴蕊

さんあたり直接そういう仕事にタッチしてやっておられ

るわけですが，計画の一端を一つお話し願えませんか。

伊藤私は部分的にしか知りませんが，一応撫野庁と

して資源増強対策の考え方を申しますと31年度の木材

の需要鐙は戦前の2倍の1億6000万石で5年後には1

億7000万石になるだろう。40年後に嫁最少限に見積っ

て2億8000万石になるだろうと推定され,ところが我国

の諒責というのは御承知のように66億と称せられてい

るようであります。そのうち未開発林地に40憾臼，既

開発林地に26織日で，その年成長量臓薪炭林材をふく

めまして1億8000万石，そのうちに現在の既開発体の

用材成長量が6500万石といわれ，現在の需舞量1億

6000万日と比較すると極めて少さいものですから，開

発林地嫁御承知の通りに過t躍伏態になっているのです。

それで，林野庁としてはこれに対してどういう対策を考

えているかというと，奥地開発のための林道の拡充，そ

れから造休，造林は御承知と思いますが，民有林におき

蓑しては現在の計画500万町歩を800万町歩に，国存休

の計画115万町歩を300万町歩りこ拡充して1100万町歩

の人工造林地にして成長量の増大をはかろうということ

です。勿論,菌憩だけ大きくするばかりでなく,議事業

によっても成長逓の増大を図り，需給のバランスをとる

ように対策を樹てているのです｡その外,需給対策として

は木材の合理化ということと，外材の輸入なども考えら

れています.一寸,ここで申し上げて置きたいことは造林

の拡大ですが，今までの延長ではなかなか大きく期待

できないので，先ほどお話しありました土地と労務と賓

本を結びつけて行う分収造林を識遼的にやることがよい

ということで，造休の拡大についての考え方ほそういう

方向に向っているわけです。それから育種の期待につい

ての林野庁の出している藷謬見を見ますと，いろいろな対

策をやった，その残りの穴を林木育種事業の成果でうず

めていくというような文章が多いといわれるが，私ども

はそういうことを申し上げてもいないし，考えてもいな

いのです。林木育種事業はそう簡単に成果を期待できる

ものじゃない。ただ，私どもが計画してるようなすすめ

かたをしたから,わかりやすくいえばｵ錘樹という｢ずば

抜けて偲鋳な木」を選らんで,その子孫をふやしたら,普

"40年後に1halOOO石となる山が少くともその20

％から30%の1200～1300石にはなるだろうという見
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座談会：林業振興上の諸問題

通しから計算し，2億8000万石という40年後の需要

量に対する3,4000万石の穴はうずめることが出来ると

いうことをいっているのです。一寸,話しが変りますが，

さきほど永田先生から森林法はもつと現実的にまもりう

るような法律ということでありますが，私はこういうふ

うに考えてるのです。行政をやってる立場から申します

と少なくともその程度蓑でやらなければならない。この

程度は少し手を伸ばせばできるし，やらなければならぬ

というものであればよいと思います｡しかし,それが実際

PRが足りないか，あまり現実にとらわれまして末端に

浸透しないから永田先生がお話しありました理想という

ようなことに現われているのじやないかと思います。伐

採を許可するということにつきましても森林所有者が山

というものは自分たちがいつでもきれるんだという考え

かたに林野庁のPR,行政的指導ﾙ:充分納得し得ないた

めにそういうふうに承えるのじやないでしょうか。それ

から田中さんのお話の人工造林の場合私の考えは針葉樹

に全部換えるということは適当でないと思っている。将

来の木材の需要は小倉さんからお話しあると思い室す

が，広葉樹のいいところは広葉樹でもっともいいものを

えらぶ。勿論，針葉樹の適地には針葉樹がよいのです

が，全部針葉樹にもって行くことは考えもので，林木育

種をやる場合の目標はどうかというと将来の木材の用途

を想像し蓑して，想像と申しましても先程からお話しあ

り童す化学工業用の原材料にかわる程度を予想し，部分

的には病虫害に強い品種，やせ地でも成長のよいという

ものなどであると思います。

木材利用の形態

松原今伊藤さんから森林の生産力増強という面から

林野庁の方針をお伺いしましたが，それと関連しまして

木材の利用の仕方といった方面から小倉さんに木材工業

の将来の発展，つまり，どの程度まで現在の状態から更

に飛躍するものであるか，それと同時に木材利用の形態

が，どんなふうに変って行くだろうかということをお伺

いしたいと思います。

小倉只今与えられました問題から多少ずれるかも知

れませんが,今まで腱をお話しがありましたように,日本

の森林資源は必らずしも十分でなく，森林が国立の少な

くも7割程度を占めておりながら,その生産量は割合に少

なく，将来は相当数の輸入を.見こま・なければならないと

いうことは，日本の国民としては非常に悲しむべきこと

と思い童す。人口が非常に多いのでこれも止むをえない

かとも思いますが…｡果して使い方がよいのか,また山
の育て方が十分なのかを考えて承る必要があろうと思っ

ており寮す。一般に林業に関することを林野庁でと'りあ

つかっているということを果して一般の国民がどれほど

知っているでしょうか？日本の賓源から承て，木材は

非常に大切で，しかも次から次へ生産されてつきること

のない資源は他にはないと思います。これだけ大切な盗

源にたいして，国民が果してどれほど関心を持っている

か？我炎の日常生活は木材とはきってもきりはなせな

いほど大切でありながら，その重要性を国民大衆に認識

させることに林野庁としては非常に欠けているように考

えられます。これは日本の官庁セクショナリズムにも一

つの大きな原因があると思います。とにかく林野庁は林

野，つまり，森林のことだけを行っておればよいことに

なっているのでしょうが，たとえば最初申し上げまし

たように，木材の使い方が果して十分であるかどうかと

いう観点でパルプを承た場合，数遼としてはパルプ材に

はずいぶん使われておりながら，所管が通産省であるた

め，材を供給するだけでその他のことには口を出すこと

ができない。紙の使い方また回収法にしても問題や打つ

べき手がありながら，如何とも出来ないのが実情でしょ

う。木材資源という立場からこんな二次的兼順法も大切

なことで，婦人団体や学按を通じて，かなり積極的な方

法があると思うのですが…．。したがって私は，林野庁

としてももう少し木材の重要性を十分大衆に植つけるな

り，消賓面をもっと節約し，あるいは回収する方面にも

動いてもらいたいと思うのです。次に先程与えられまし

た木材の利用という立場で今後の問題について申し上げ

て象たいと思います。

先程田中さんからもお話しがありましたが，現在の木

材の使われ方が今後少なくとも50年や100年で大局的

にはそれほど大きな変化はないだろうと思います。一番

多いのが建築材料ですが，これは日本の経済状態や国民

の所得から考えても，木造が好むと好まざるとにかかわ

らず多いであろうと思うのです。そうなりますと，建築

材料で一番不足しているのは梁材です。これには大径木

がいるのですが，今でも困っているのですから，将来に

はなくなりましょう。こういった所は加工技術の進歩に

よって，とも角充分おぎなう事ができるという自信を私

たちも持っており笛す。これは接蒲技術が非常に進歩し

たためです。どんな木ができようとそれを一たん製材し

て接着剤ではり合わせる。そして好む形に，好む大きさ

に作っていく技術ができておりますので，小径木になり

ましてもこの点は問題じゃないという感じをもっており

ます｡また建築材料で間題なのは板材であります｡従来板

が相当使われておりますけれども，この板材は合板やハ

ードポード・パーテイクルポードなどでおきかえられて

いきましょう。したがって大径木の製材といﾉう事も将来

はなくなってくる。如何に小さな素材であっても，それ
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座談会：林業振興上の諸問題

を大きな柱や板に作る事もできる。こうなれば建築材料

としても小径木で充分やっていけるという気がしており

ます。つぎにはパルプ材が相当大きい部門を占めるでし

ょう。これは資材がありさえすれば，あとは科学技術の

進歩によって解決ができるでしょう。現在国有林で経営

合理化案がそれぞれの営林局で考えられておりますけれ

ども，私はここに一つの問題があると思っております。

林業が木材の生産を目標としていく限り，日本の国内で

どういう樹種がどれだけどの方に使われているかという

事がわかればおのずからそれに伴う政策なり行政なりが

発展して生れるものと思いますけれども，遺憾ながらそ

の大もとを掴むことがなかなかできない。民有林はどん

な樹種が必要であろうと，自分の商売を中心にしており

ますから，それはそれでいいと思いますが，国有林はそ

うはいかない。やはり,国として必要な樹種,数量を生産

するように考えてほしいと思い室す。フ預良木は全部伐採

してあとは針葉樹を植える。これは基本方針としては結

構だと思いますが，それを各営林局でバラバラに計画し
てその結果針葉樹ばかりになってしまったということで

は問題でしょう。もつとも現実にはこんなことは考えら

れませんが．･･･。とにかく，広葉樹もある程度は必要で

すから，国有林全体とじて必要な樹種数量をきめ，それ

に伴う生産技術，政策をたてていただく必要があると思

っております。要領を得なかったと思いますが，与えら

れた問題に対してお答え致します。

造林振興上の問題

乗田大体一通り話しが済んだのですがね。とも角今

のお話しを伺って承ると，需要がふえて供給が少ないと

いうのが重点で,だれしもこの見方に異議はない｡然らば

それに対する対策が立案されるだろうし，また実際やっ
ていかなければならない。ただその場合に，昭和の初め

頃から既に論じられていた問題に対して，単に造林補助

政策だけで解決しようとしていた処に欠点があるのでな
いか。以前は「山へ木を植えなさい。ただしこれはもう

かり主せん。もうからんけれども国土保全のために植え

なさい」というのが役所の説明でした。そうすると，や

る方の側に立って承扇と，我左は社会奉仕に植林するの

か。だとするともつと補助金を出したらどうだ･税金も

安くしてほしいという事になるのですね。所が実はこの

人達は役所の人が考えているような荒っぽい金の使い方

はしない。利益は薄いかも知れないが，とも角採算に合

うような具合に，あまり金を使わないで植林をしていま

す。重たうまくやれば，自家労力だけで苗木も作るし，

特に都合のよい場所では，第三者に焼畑とか，切換畑と
か，前作をさせてその地代として苗木を植えて返させる

などの方法で，造林費の投資を極度に節約している。こ

んな造林地は，経済的には，植えた時から既に投下賛本

は徽却されている．だから，間伐をして早く資本を俄却

する必要も痛切に感じない。何年ほっといても地代を賄

える生長遼が期待出来れば損はない。しかし,これでは，

まだほんとに経済林業ではない。更に進歩すると，余剰

資本で新械をする。例えば，吉野のように’町に10万

円からの金をかけて密植をしても，植え付けて5，6年

目から磨き種木や稲竿をとるとか，12，3年目に足場丸

太や穂付丸太を取って行くと，この間伐で投下資本を消

却してし壷う･あとに残った木は,消却済承の賓産ですか

ら,いわば何年ほっといてもよろしい｡そこで間伐材の売

上げで徽却と生活識を支出して，なお余分ができたから

新らしい所え土地塗求めて植えていくというのがこの地

方の林業のやり方なんです。私は役所の人も民間の人

も，特に政治家が林業経営を認識して，例えば林道とか

土地とか，民間人だけでは解決の出来なﾙ､分野を採上げ

て重点的に財政投資を振向けてほしいと思います。薪炭

林を改植して行けば材積の収極は増えるでしょうが，薪

炭を他人から買うこと。薪炭林の経済構造から見るとこ

れに勝る有利な作業はないかも知れないと思われること

などで，政府の政策や布望は中を緒につかない。こんな

関係で，最近はぼつぼつ土地が無いという事を言い出し

ているのじやないですか。

田中そうですね。土地が無いというのはいわゆる未

立木地がなくなったという事ではないですか。

永田吉野でも天竜でも未立木地はまずない。これか

らのねらいは，天然森の伐採跡地の造休と思いますね。

田中未立木地はかなりいってますよ。やはり今の段

階は材地転換という事にずい分入っていると思います

ね。これはね，僕が20年軸島根の県行造林の技師の時

に，毎年100m渉ずつ植える計画だった。所がね，未

立木地を探すのに大変なんです。というのば謂談林が多

いのです。薪炭林の生産の悪い所を輯蕊するという仕事

に終始したといってもいいのですがね。島根県ほ42，3

万町歩の中，国有林は1万6千m]歩しかない。ほとんど

民有林ですが，その大部分は薪炭林的ないわば溌怒林地

だったが，これらが非生産的だと私は思うのですがね。

これは永田君には大分言い分があると思いますが，結局

謬談林はただだから資本を投下しないで済むという・・。

永田金の勘定をすると潮誠林ほど有利なものはな

い。

伊藤永田さんたちのいう鞘まわかりますが，私達も

林業のことばかりで，農業も大蔵省の考えかたも考慮に

入れずに政策をたて実行する場合はすっきりしたものに

なるのですが，農業も，畜産も，そして金を出したくな

－6．－－－－
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い大蔵省もあるのですからね。今日も大蔵省に行きまし

ていろいろ予算の説明をいたしたのですが，けずろう，

削ろうという事で，仕事をうまくするためによい予算を

つけよ･うというのではない。私共ば大蔵省の役人が林業

という事をよく理解して国のために何とかしなければい

かんという広い視野から批判し，林野が考えた政策にプ

ラスした考えで査定するのであったら納得ができるが，

単にアラ探し，そして削ろう削ろうという事ですから，

骨がなくなっちゃうのです。このようなことが一般には

現われず，たんに批判される事だと思い重す。それは私

共も説明が悪い点があるでしょうがね。私は永田先生が

言うように，そう簡単に割り切れるものじゃない。（笑）

しかし林野庁の政策が100%とは考えてないが。

永田いや100％悪いというのではなくて，私は大き

な山林所有者ほほっといても植える。小さな山林所有者

はたすけてやらなければ植えないというけれども，実は

小さい山林の所有者の方が植えやすい状態にあると思い

ます。しかし小さい山林の所有者が植えないと心､う事は

自分がもっている僅かな山林は薪炭林で他のものを植え

たんじや差支えるという事がある。土地さえ与えれば彼

等も植える。極端な事をいえば国有林の一部を解放して

やると言えば，その連中は挙って植えると思うのですが

ね。ただ困った事は国有林についてはある一定の限度以

下にほ減らすわけにはいかない。忍の持論としては配匿

転換して国有林の多い所には少なくする。国有林の少な

い所は多くするという事で,Xil涛北海道でという事を，

なにがしか機会がある度に言うのですがね。さつき田中

さんから話しがあった造林事業団，この問題でもね。や

っぱり土地がないからという事を考えざるを得ない蝋に

なる。小倉さんからもお話しがあったように，これから

は土地を有利に利用するためには，将来の木材の需給状

況を考えて需要がどの方面に向いていくかを考えていか

なければならないと思う。具体的には，北海道を考えて

承ると,あれだけの森林があって大部分が天然林と,天然

林の取扱いの悪かった所は粗悪な雑木林で，雑木林の面

繊がふえているというのが現状でしょう。こういう粗悪

な雑木林を，国が大規模な造林政策を立ててみても，第

一苗木があるかという事になるとはなほだこころもとな

いでしょう。そういう過大に国有林のある地方では，こ

れらの一部をパルプ会社に3～5万町歩を単位にして部

分林なり，賃借なりの方法で原料自給の方策を考えてや

る必要がある。この地方の森林では，現存の立木ば紗く

とも今の払下げ価格では国は大きな欠損である。現況で

は永久に国有林がパルプ会社にサービスしなければなら

ない。

伊藤苗木が足りないという事は計画生産をしていな

いということで、3，4年稜にこうすべきだとしたら予

め計画をたてれば苗木は作れると思いますよ。

采田それは伊磯さんの希望であって，北海道の厘鱈

地は既に3年前に起きている。それの被害跡地の処理に

就いては取り上げてるかというと，初めは取り上げてな

いですよ。東京大学はとり上げました。（笑)というと自

画自讃になるけれども，北議首の5局では被害をうけて

から3年目くらいからポツボツ苗木の問題をとりあげて

いた。樹種に就いてもスト戸一プ松などが考えられて，

種子や苗木を求められたことがあるq

伊藤それは風倒木の処理に，つまり，当面をどうす

るかという事に一生懸命になったので，そこまでの考え

が。したがって学者であるあなた方がこのあとはどうす

るか，次にこういう問題が出てくるという事を教えてく

れるようにすればそんなことにならなかったと思いま

す。今後はこういう点はよろしくお願いしたいと思いま

すよ。

行政と技術

小倉それはわかります。しかし，林野庁の方も多少

他から意見をもとめるチャンスをもっても良いと思いま

す。たとえば永田先生を横においておかしいですが，一

般にほ，学校の先生なんてといった調子で意見をきくこ

とが少ない。たとえば,長官なり部長なりが,正式に意見

を聞くために足を運んだり，来てもらって聞いたりする

ことはあってもよいですね。たしかに林野庁はその日の

仕事に忙殺されているのでできないことはわかりますが

それだけに，こんなことが必要でしょう。

伊藤そういう点は私も痛感するところがあり童す

ね。林野庁につとめる人間としてじゃなくして。この前

外国にいった時にそういう感じがしました。それは技術
面をどうするかという事は全部林業試験場にそういう諮

問磯関をもうけて検討させ，林野庁などはその法律と

か’行政をやるところの国もあったのです。

小倉それはいいですね。

伊藤そういうふうに私も心掛けております。しかし

今の状態は林業試験場は林野庁から一部予算をもらって

いるから林野庁の人のいう事ならよいだろうとか，いえ

ば予算をもらえなくなるとでも思ってか，サツバリ林
業試験場の意見が入って来ないような気がしますね。私

などの表現はとくに考えなければならないと思っている

が，林業試験場の方をも積極的に意見をいって貰いたい

ですね。

小倉たしかに言われるように消極的ですね。われわ

れの方も大学の先生なみに扱われているようです。

示田棚あげされている。（笑）
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小倉何かしら好きな事やっているという印象をもた

れているのでしょうね。（笑）

伊藤学者とか，試験場の人たちは，自分の意見が間

違っていると恥だと思ってか，サツバリ意見を言わない

が，研究者であっても，学者であっても，その方面では

エキスパートであっても部分的に，また全部を知ってい

るとは思わないから，いいすぎであるかもしれないが。

もつと識極的に言ってくれればいいと思いますよ。
小倉それはやはりわれわれも悪い。しかし，やはり

導き方も悪いのですよ。国の研究機関がこういう事を言

ったといわれると，非常に慎重にならざるを得ない。そ

うなると1年で何とか見通しがついても5年程やらなけ

ればという事になり蓑すからね。試験場の人でも早く解

答のいるときはぜひこうなんだと言ってもらえばその条

件で解答できることがたくさんあると思い蓑す。

PR活動の必要性

田中私の所は林業部外者，素人の関係の人と非常に

接触が多いですね。その人たちがやはり大体林業という

ものは非常な壁であって，その向うでどうも眺めている

といった気持が強いですね。この間，朝日新聞に国土総

合開発調査会というのに乗り込んだのです。これは農業

政策に対する提案というのを昨年出したのですね。それ

は60人からの学者，研究者，役人を網羅してメンバー

で…･･そこへ識まもち込んで,林業行政というものを

とりあげさせて疑ようと考えた。そして農業政策に対す

る提案の立役者であった団野という論説委員の人と，調

査会の事務局長と二人に会って話したんですが，話して

ふますといろいろ壁があるというのですね。まずその第

一に国有林というものが，非常に巨大な犬面積をもって

いて，この土地使用の問題にす言及しないわけに瞳いか

ないのじやないか。それから一般の土地所有にも言及し

なければならない。一例をあげると農地がおくにあって

山地が里にある。そのケースが相当ある。こういうのは

転換すべきじゃないか。やはり林政の根幹は土地所有の

問題に手を染めなければならないという。そういう考え

方をもっているのですね。それが最丸權一位に考えてい

るのですね｡．すると，そういう率もあるし，部外者が本

当に林業というものは飛び込んで承ようという気がしな

いというか・・･

永田そこがわからない。

田中この間，林道治山大会に，代議士先生が大ぜい

出て来てそれぞれにしゃべった中に，ある人がいつでも

林業問題というと周東さんとか，井出さんとかいう人が

きまっているが，もつと林業を言う人がふえなければな

らない。各地の林業家が政治的に伸ばす事が必要であ

る。叉農業問題をあまりにも農業部内だけで考えすぎる

のじやないかとの批判がありますが，そういう面が林業

はなお強いのじないかと思います。一般PRというもの

も非常に必要であり私共はそれが一つの大きな義務だと

思っておりますが，更に一人でも有名人というか，そう

いう人たちが関心をもつようにする事も一つの務めだと

思います。今10月のダイヤモンドに星野直樹さんが書い

て齢りますが，あの人は欧米を回って来，更に北海道へ

行って見て痛感したそうですが，北海道でも木材の需給

がうまくいかないようだ。面積を見ると北海道だけでも

相当なものだ。英独仏伊のこの4つ合わせて，確か2600

万町歩ですが，日本の植林野面稜と同じようであり生長

は遥かに大きい。たとえば西ドイツは1町歩あたり日本

の2倍の成長量だという事を聞かされて承ると，気候風

土ははるかに日本の方がいいのに，これはおかしい。国

土の7割を占めるという国ほ世界的に見ても林野のウエ

イトの大きい所だ。だからこれは相当やらなければいか

んのに，という気持で林業立国的な気持をかなりもって

鐙りますね。これは結構な事で，こういう人がふえると

非常にいいと思いますね。

小倉いいと思いますね。スエーデンは日本と大体似

たような面積で人口も8百万と開b､ておりますが，やは

り彼等のﾙ､うには，われわれは木材のおかげで戦争があ

ってもこうやって別に何にも問題なく生活ができる。こ

れは森林のおかげであるとだれでも言うのですね。所が

日本人でそんな事を考えてい愚人ばおそらくそんなにい

ないのじやないですかね。学校教育，小学校の教育から

よくできていると思いますね。どんなおじいさんでも，

お蕊さんでも木の事をよく知っている。子供も知ってい

る。日本の子供に森林のおかげという事を充分に知らせ

る必要があると思い童すね。

伊藤今日なんかもこういう事ですよ。種苗の予算を

2千万円くらい要求中ですが，大蔵省の法規課の人が，

効果がどれ位あるかというのです。それで経済的な問題

をいろいろ話したり，そのタネは木のもとになるという

事を言いましても，国の予算は少いし，大蔵省の考えか

たから見るとタネの必要のウエイトが非常に軽いものと

しか思われぬという。いくら説明しても頭に入れようと

せず，林業についてばそれ位にしか考えていない。木か

ら種が落ちてそれがひとりでに木になるという事位しか

考えないのです。結局林業とか山に対する考え方は何か

経済ベースにのせなければならないのだという。こうい

う考え方はまだまだ持っていないのですね。そういう事

ですからPRをわかりやすくやる，そういう点が私共に

は足りなかった，また足りないと思います。

松原小倉さんが言われたように木材は如何に大事な
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ものであるか，林業とは一国の産業として大切なもので

あるというPR活動をもつともつとやらなければならな

いという事ですね。

松川そういう点じゃ確かに怠っていたんですね。

小倉私たちの森林が如何に大切かという事を，小学

校時代から来る年も，来る年も数えてごらんなさい。大

きくなって役人になったら林業か，よしきた予算をやろ

うという事になるかも知れない。（笑）

松川やっぱり林業というカラにあまりにも長くとじ

こもっていた事がよくなかったんですね。

小倉家を作るとき，土台に防腐剤をぬらせるように

防腐法案ができてるが全然実行されてない。ほとんど関

心がない。一生の中で一ぺん建てられたらいい方の家で

さえまつたく無実心ということですからね。

松原行われていないというより知られていない。

林産行政－特に木材規格

永田市街地,住宅法では,市街地では地上50センチ

までの部分獄防腐剤を塗らなければならないという事が

書かれているのですよ。所が大工は当然塗るべきだが，

あれを塗ると手がよごれたり，細工がめんどうだからや

らない。実際知っているけれどもめんどうくさいから，

きたないから実行しないのですね。それは利用の合理化

という小倉さんの方の分野になると思います。また伊藤

さんの方の，林木育種が，ただポリウムだけ多く収穫で

きればいいと，田中さんは言われたけれども，私ほポリ

ウムよりはむしろ目方にいくと思います。これは私の私

見だけれども，所が目方にしてもボリウムにしてもそう

いうふうにセル恒一ズだけが余計にできればいいという

事になると,林業経営の方針が変ってくると思いますね。

秋田の杉林でも北海道の森林でも，いわゆる天然更新と

いうものは，われわれの学生時代ほ天然更新でなければ

ならない様な話であったが，最近ではやはり人工造林の

方がいいという頭で率実相当な面積が新たに年を増植さ

れています◎ですからそういう仕事をあわせてやってい

けば，田中君の4憾何千万石というのは架空の数字でお

そらくそうなった場合に材木の相場は高くなって住宅は

鉄と石で建つ。坪当り5万円のブロックになるか。ある

いはパルプ会社が手を挙げてフィリッピンへ行ってパル

プを製造する様になる。

田中数字はそうなるという事だけだね。

小倉木材の利用方淘こ対しても，もつと行政的に手

を打って欲しいと思います。これは言うべくしてなかな

力実行はむずかしいと思いますけれども…・・材の用い

方を改良することは成長量を増大する事とl司じに，ある
いはそれ以上に重大だと思いますよ。今日，白蟻に破壊

されていく家屋の数はぼう大なものです。しかし全然行

政的な手ほ打たれていない。木材の防腐にしても同じで

す。こんな大切なことを単に林産課の一係だけでやって

いるという事に問題があると思います。

永田もつと，あなたの方の係で大切なことは，規格

の問題があると思いますね。古くから大阪と東京では長

さが違う。ですから大阪に何か災害があって，関東の材

木をもっていっても間に合わん。昔なら，交通機関の関

係で江戸の材木は難波にいくことはなかったかも知れな

いが，今は九州のパルプ材が北海道に運ばれた事実があ

る。こんな狭い国で規格がマチマチだということ，木材

の利用の合理化の第一歩ですよ。

田中これは重要ですね。アメリカにしても規格の単

純化は大量生産につながるものだから，人間が少ないか

らやむを得ずでしょう。

小倉私ば林産行政というものは，少なくとも今の国

有林の事業ぐらい，あるいはそれ以上に大きくとりあげ

るべきだと思います｡例えば,今の規絡でもやらなくても

ほっといても，別にどうという事はないのかも知れませ

ん。しかし考えて見れば実に滅茶苦茶です。自分で材木

1本を町で買って見ればわかります。如何に無法律な，

無秩序の状態であるかが…．。規格があっても守られて

いない。そんな規緒なら止めてしまうという事まで考え

ていきますと林産行政はやる仕事は大きい。非常に大き

いけれども，眼に見えない地味な仕事で童つたく縁の下

の力もちですがなかなか理解されないし，予算もとれな

いようですね。

田中一般大衆はどうという事はないけれどもね。

小倉食物ならくさったものを売ると罰されるが，材
木の場合ほ腐っておろうが，一等材と書いてあっても罰

せられないという状態です。こんなところに林産行政の

問題があります。仕事としては相当あるにはあるが，地

味で，パッとせず，一向にアツピルしないという事じゃ
ないかと思います胸。

伊藤木材の需要は相当数量があれば用途というもの

が人為的にみつかるわけです-ね。したがって需要という

事を全然考えないという事はいけませんが，あまり需要

ばかり考えると樹種をどうすればよいかがぼやけて来る

瀧融難藤霊臘i駕灘匿
いと思っていますが。

田中それは全然同感ですね。ものがあれば使う方が
ついてくる。

伊藤そういうふうに人為的にあわせるのです。ケミ
カル的にね｡それからユーカリを考えても,ユーカリが非
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常にいいという事になれば土地を考えない。土地に合わ

ないユーカリは考えるべきではない。だから小倉さんが

いうように木材の用途が,規格は別として,あまりにも将

来どういうふうになるとかを考えずに，ただ工業用材で

は原材料として大きくなること位考えればよいのでない

か。育種の目標ほポリウムの大きくなる満潅の点では永

田さんと同感ですが，そのほか，重量，重いということ

とか，カロリーの多少が，用材価値に現われる時期もく

ると思うからそれの大きいものを考えたらと思っていま

す。

田中そればそう思います。やはり適地適木的な高い

確信がね。それに需要がついていく。たとえば針葉樹が

苦しくなれば楽な広葉樹にいくという事ですよ。それは

あまり将来10年,20年後の需要がどうなるという事は

それ程気にする必要ほ厳いのじゃないですか。

林学卒業生の問題

永田今までの話しとは大分変って来ますが，いま大

学では全国大学林学教育研修会という会合をやってい

る。その時に今の林学の大学の卒業生は大体650名あ

る。これは鞠菰の約3倍くらいになっている。

松川3倍に．…？

永田ところで,その就職状況を見ますと,林学科のあ

る官立大学の数は17,官庁方面の就職が大体22，3名，

府県庁が24，5名，あわせて童あ50名。所がその50名

のうちには，日給者の形でもく．り込んだ者も含めての数

字である。だから残余の大部分は会社えいったり，自営

をやったりという事であります。勿論，就職の出来ない

者や，出来ても他業種ということになります。折角国喪

で林業教育をやったのが，デパートの売り子になったり

というのはいかにももったいないのですね。何とかして

林業教育を受けたものは林業関係で就職できるように希

望するのですが。どうも林野庁の状態なんか見まして

も，たとえば定員がないからというわけで採用者が非膳

にへっている。この状態が統いて行きますと，これから

10年位い経ち蓑すと，高等技術教育を受けたものが各年

次に3，40名くらいしかいない事になっちゃう。そうす

ると一体どうして営林署長とか，営林局の部課長，営林

局長をえらぶかという事が気避われる。ただ今の人事院

規則から承ると，資裕試験に合格したものは教育を,ウけ

ていなくても，試験に合絡さえすれば局長になれるとい

う格好でしょう。ですからこれが’0年から’5年先に

なるとえらい妙な絡好のものができると思います。

松川たしかに。

釆田これを今少し何とか改善していかないと国有林

行政の承ならず，一般の民有林行政も非常に心配なので

す。ただわれわれの方の卒業生の売れ口の心配するわけ

ではないのですがね。

松川どういうわけでそういうふうにしぼっているの

ですかね。

氷田これは，役所が好んでやっているのではなく，

職員組合の勢いが強くなって，そのために，たとえば寮

のおばさんだとかが，事務官になったり技官になったり

している。その定員に限りがあるから，あとから入って

いく技術教育をうけた若い者が入る余地がない。私の方

だけかと思って聞きましたら，実はそうじゃなく大蔵省

税務関係の行政官庁でも従来は大概税務署長とか何とか

いうと大学出の人で，普通大学を出て2，3年か，4，5

年。そうでなければ中等教育程度の人であったら20年

位経験を経た人が税務署長をやっていた。最近は高等小

学校を出た位の人が税務署長の席を占めている。ここで

やっぱり10年先になると財務局や国税局め幹部や税務

署長とかは，専門教育を受けた者がなくて困るだろうと

言っておりました。おそらく全体的にそういう傾向があ

ると思います。

田中昔は専門学校教育のものほどれ位取ったですか

ね。

永田昔，府県と林野庁あわせて100名位。僕等昭和

4年でしょう。昭和4年に卒業した40名が20名位林

野庁に行ってますから。そして残余の人は2～3カ月か

1年位の間に地方庁に行っています。初めから会社へ行

った人は，東洋拓植へ行った那須君位でしょう。

田中100名じゃきかんじゃないですかね。

小倉これば例の公務員の定員定額制，つまり，全体

の定員に対する月給が平均額できまっており，昇給しな

ければいいが，昇給していくと平均の織斗は上ってきま

すから，定員をうめないであけておくわけです。やめて

いく人の給料が昇給になるのですね。だからおそらくど

こでも500人くらいの定員に対しては10名から15名の

欠員を確保していかないと昇粭できない。これは特に試

験場のように移動がなくて平均涛糾の上るだけのとAjろ

は尚更困るのですよ。だから新らしくとらない。おそら
くどの官庁もそうじゃないですか。

松原特に学校の卒業生が多いだけに林学の方では影

響が大きいという事ですね。

永田それは大きいですよ。国有林が600人の卒業生

の中から半分ぐらいとってくれれば一応終戦後技術教育

をうんぬんといった目的にあうのですけれども，それか

らもう一つはさっき触れましたけれども，森林組合系統

でそういう技術員をとってくれればいいのですが，これ

もまだ技術員をとる余裕がないのです。

－10－
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田中国有林でも2万5千だな。あの窪員，その中に

常勤の労務者が入るから，営林局に行くとね。女の子と

高桟以下で専門家じゃないのが3分の2占めております

ね｡そしてそういうのが大きくなると高校出でも専門家

じゃないのに古くなれば営林署長になるのです。

松原あと10年か20年経つと大分国有林の内部の

幹部の方をも余程変ってきますね。

伊藤最近，役人に汚職問題が多くなったために，同

じポストに長くおかないというようですが，3年か5年

く・らいで変るという事になりますと，エキスパートがい

なくなってドﾝグﾘの背くらべになりますね｡一部に収

賄する役人なんかいるものだからこんなことになったが

まったくマイナスですよ。

永田ただ私は営林署の人たちが1年か2年くらいで

転勤する。その転勤の旅費,赴任旅費ほ，これは漠大な

金額ですよ。その金額を節約すれば，あなたの方の種子

の蜜用の1000万や2000万の金はすぐ出来るよ。一ぺ

ん大異動をやめてもらって節約して出してもらったら。

伊藤適材適所ということを考えると，やはり変える

ことになるし，私共本人からいっても余り同じ所ばかり

では腐りますからね。私は20年にもなるが。

永田たまには変る事もいいけれども，1年や2年で

営林署長が変ったんじやお話しにならない。

松川それでは大変遅くまで，結構なお話しを願って

まことに有難とうございました。

松川それは大きい数でしょう。

永田それが現在5000組合,5100組合あるのですか

らね。

松原その中にどれくらいいるでしょう。

永田単位組合で技術者がいるという事はおそらくな

いでしょう。困った事に単位組合に全部技術者をおく事

になったら,"llさん承たいな陰退された方も森林組合

の技術員になってくれないと人が足りない。林学会の会

員が大体3000名ですからね。それが全部いつたって足

りない。

伊藤林業技術を必要とする職場で学校を出た人を採

用している所は官庁以外にないのですからね。勿論，最

近はパルプ関係もありますが。こういう状態では困りま

すね。もう少し森林組合系統等に技術者が入るようにな

ったらね。

兼田たとえばスイスの公有林の状態がいいというの

は，町村有林には林業技術者が2人か3人いるのです

ね。そういう人が町村有林を担当してやっているからよ

くならざるを得ない。日本には町村有林で技術者がいる

のが珍らしいでしょう。

伊藤林野庁の半分以上は技術者でないでしょうか。

釆田官庁の方はね，法律を作ったり，いろいろ雑務

が多いのでね。幹部がしっかりしていれば，作業は事務

官でもよい。

伊藤現在では官庁がとらなければとる余地がないか

ら．・・・。

劇睡
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〔林業技術投稿規定〕
◇投稿原稿は未発表のものであること。

◇投稿原稿は一回について，写真叉は図表を含承印刷出来上り4頁（原稿用紙換算400字詰23
枚位）以内とすること。

◇用紙は原稿用紙を使い，なるべく横書きとすること。

◇図はケント叉はトレーシングペーパーに墨書し色は使用しないこと（図版は縮少して印刷す

ることが多いから図の中の注記，数字，符号等は余り小さくない方が望蓑しい）

◇写真は必要な最少限度に正め，且つ鮮明な印画に限る。．

◇用語は成るべく当用漢字を用い，新カナ使いとすること。

◇原稿iこは築者の職名（叉は勤務先）及び氏名を，封筒には住所氏名を明記のこと。

但し随筆，感想，意見，要望等に関する原稲については誌上諸名も差支ない，その場合も欄

外に住所氏名を明記のこと。

◇封筒の表紙に「原稿」と朱書すること。

◇投稿の原稿は原則として返還しない。

◇原稿の取捨並びに掲載の時期は編集部に一任のこと。

◇掲載の原稿には薄謝を贈呈する。
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｜土地利用区分について

1
、

L 大政正隆

最近，と承に，土地利用区分に対する関心の高まった

ことは，よろこびに耐えない。

人工衛星とか核実験など，われわれの生活に関係はあ

るけれども，はでやかで，どちらかというと，将来の人

類の生活につながるものに関心が寄せられている。この

際に，土地利用区分のような，われわれに身近かなもの

にも注意がむけられてきたことは，何としても，よろこ

びに耐えない。

私はこのことに感慨深いものがある。思えば，終戦後

間もない頃であった。私は，声を枯らして，土地利用区

分の必要性を叫んだ。その頃と現在と，10年を経て，何

と懸隔のあることか。

この狭い土地に1億に近い人が閉じこめられたのだ。

土地生産業たる農林業，さらには，その行政を，完全な

ものにするには，土地盗源を明らかにする以外に道はな

い。つまり，土地利用区分を早急に決めてほしい，とい

うのが，当時の私の主張であった。ところが，それほ，

なかなか，受けいれられなかった。それどころか，強い

反溌をうけた。その中にはあれは研究菱かせぎである。

学位論文を完成したさに唱える強弁である，とまでいわ

れた。それだけに，今日の与論を心から,私ほよろこぶ。

当時，私は，土地利用区分の基礎になる土壌調査の一

日も早く達成されるように願った。そして，たとえ，分

類方式に学問的な疑義があるとしても，しばらく大目に

見て，事業として進めるべきである，と主張した。そう

でなければ，林野行政の根拠がどこに得られるか，とま

で強調した。

今日でば，与論の高揚とともに，林野土壌調査臓100

万町歩におよぶ大面積について完了している。この大事

業をここ蚕で持ってきたのは，一つには，林業試験場土

壌調査部の人たちの努力である。この人たちは，私に共

鳴して，懸命の努力を払った。天】職の研究を放鐵して協

力した。そして，過労のために，次ぎ次ぎに倒れた。重

い病に峠吟した。病没した人もある。私はこの人たちの

純情を思うとき，ただ，深く，こおべを垂れるばかりで

ある。感謝と陳謝の念に，言葉もない。林野士雲調査が

完成された暁に，まず記念されなければならないのは，

これ等の研究者である。

次に記念されなければならない人たちは,小山,卿両
氏をはじめとした林野庁当時の人たちである。小山氏は

長野の営林局長の官職を経て，現在では，民間で活躍し

ている。柳氏は遠くフィリッピンに発展の分野を拓い

た。両氏が林野庁の造林課にいた時，林野土壌調査が開

始されたのである。この両氏の熱意がなかったならば，

林野土壌調査は開始されなかったであろう。

両氏の仕事と思想を継承した人たちは，所在の課の如

何を問わず，協力した。この人たちの上司のうちにも，

これを庇護し援助した入がすぐなくない。これ等の人た

ちの援助があってこそ，無理解の与論に抗して，今日の

成果が得られたのである。

さらに忘れられないのは，営林局とか林業試験場支場

に籍をおいて調査を実行した人，これを保護した人たち

である。前人未踏の山谷を駿渉し，たった3人で1年間

に，実に1万町歩の調査を完了したのは，これ等の調査

員である。これを庇護する営林局の人たちの人知れぬ苦

労も，ただ感謝と尊敬の念をもっての承，回顧すること

ができる。
＊ ＊＊

土地を利用するには，土壌を調査し，気候を調べ，市

場からの距離を考え，木材の運搬路に思いをいたさねば

ならぬ。さらに，行政の立場に立てば，所在農家または

林業家の生計も考えなければならない。事情が錯綜して

いればいるほど，考慮しなければならないことが多い。

そのうちで基礎となるものは，何といっても，自然条

件の調査である。

土地利用の方法を決定するものは，経済とか政策であ

るが，土地利用区分の基礎となるものは，自然条件であ

る。殊に土壊条件である。私は，紙面の都合を思い，執

筆を依頼された編輯氏の意志を付度して，主として，土

壌条件に関した事項について，述べて承たい･
＊ ＊＊

土地利用区分を行う場合に，必要不可欠なものは，土

壌調査である。その成果の土壌図(土壌分布図)である。

これは自明のことのように思われるが，存外，理解する

人がすぐない。それどころか，これを否定する人さえあ

る。それも，識者の中にあるのである。

ある人は言った。土壌は刻盈変化するものである。移

り変るものの一時期の姿をとらえて，土壌図をつくった

とて，ノンセンスである。そこに描き分けられた土壌は

何時までもその儘である筈ばない。やがては，変るであ

ろう。殊に，森林であれば，これを伐採すれば，士壊は

空
＝

中
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筆者・東京大学教授
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そ，真に林業に役立つ土壌図で，土壌の研究者が，単に

その立場だけから見て作製した土壌図は重意義である，

ということになる。

だから，土壊の生成までも考慮して作った土壌図など
は，その人をして言わしめれば，最も利用価値の低いも

のになる。

身近な例をもって，｜私は，このような意見に答えた

い。最近世界を驚かせ，それを口にすることが流行にま

でなっている人工衛星を見たまえ。科学と技術の粋を集

めたこの製品は，純粋な天文学，地球物理学などで，研

究の有力な機具の一つになると同時に，戦争の際の恐る

べき武器ともなる。

さらにまた，核エネルギー放出の実験成功を見たま

え。これは平和的にも戦争にも使えるではないか。

科学の成果は，それを利用する人たちによって，如何

ようにも，利用できる。成果は，ただ，厳然たる真理を

示したに過ぎない。そこにあらわされた，いろいろな事

実は，利用する立場によって，さまざまに応用され，発

展させられるのである。

土壌図も，また，科学の一成果である。そこでは，土

壌がその本来の姿によって分類されている。しかも,土

壊図には，説明書が添付されて，くわしく，土壌の性質

が述べられている。作物栽培の場合に，作物別にどのよ

うな影響を与えるかということまで，記戯されている。

これを，どう使うかは，一に利用者側の意志にかかって

いる。林業でいえば，経営関係，造林関係,利用関係の

人たちによって，どうとでも利用できるのである。土壌

図とは，そういったものである。

土壌関係の人たちめ間にも，数年前に，総ての作物を

ひっくるめて，地位級を一貫した数字で表わす努力をし

た人があったが，失敗に終った。サツマイモとサトイ

モ，スギとアカマツの地位級を一つの等級にならべるこ

とは，本来無理である。強いて，このような順列表なり

図をつくろうとすれば，1地域について，作物別に，数

枚，数10枚をつくらねばならず，煩に耐えない。

利用者が技術者である以上，また，そうでない場合で

も，説明書が添fi･されている以上，現在のような土壌図

で充分である。そればかりではない。土地をどのように

利用するかは，土地の利用者側の意志にかかっている。

土地利用の妙味がなくて，何の林業経営，農業経営があ

るであろうか。土壌の専門家は，厳正な科学的研究調査

によって得た分類図とその説明書を提出すれば良いの

で，経営もしくは行政にあたる人たちは，この材料を巧

承に利用されば良いのである。それは丁度，核実験や人

工衛星の利用が，為政者爬よって，どのようにでもなる

たちどころに変る。変る姿を一時的にとらえたからとい

って，それは何ほどの謹朱があるであろうか。それどこ

ろか，見方によっては，動を静と見倣すことで，百害あ

って一利なしである，と。

この主張に対して，私は答えたい。なるほど，土壌は

褒化をつづけているものである。しかし，変化するもの

を変化なる姿でとらえる方法にどんなものがあるか。土

壌に限らず，すべての物象について，これを具体的に，

動的に把握する手段を，われわれは持っていない。思惟

の世界を別として，自然科学的認識の世界で，われわれ

が認識の対象とするにほ，物なり現象なりを固定しなけ

ればならないのである。いや，認識しようとする，その

刹那に，われわれは，その物なり現象なりを固定する。

例を映画にとってみよう。映画は，物の動きをとら

え，さらに，それを再現するものである。再現された像

影は，確かに動いている。しかし，われわれのとらえた

像ほどうであろうか。それはフイルムの一コマ－コマに

固定されたものである。動くと見たのは，われわれの視

覚の虚点が利用されたに過ぎない。

さらに一つの例を経済方面にとって承よう。例えば，

景気の変動をとおして知るか。それは，或る時代時代に

経済界の断面をつくって，そのときどきの景気をしら

べ，それをつなぎあわせて，知るのである。点をつない

で線として認識するのであって，線をそのままに線とし

認識するものでばない。

土壌図ほそういう観点から見なければならない。図面

上に現わされた一つ一つの土壌が，どうして出来分また

どう変るかを知れば，図面上の土壌が，変る途中の一時

の姿としても，一向に差支えないのである。要は，土壌

図の見方にある。

動的にしても，静的にしても，土壌図のつくり方ほ，

現在の方法以外にはない。もしも，現在の土壌図をｦ鱗

したい人があるならば，その矛先は，記戦の様式，分類

の方法などに向けられなければならないのである。

さらに，ある人は言った。土壌図を作製することの

必要性橇認めるが，土壌本来の性質から土壌を分類し，

作図することを否定する，と。この人の言葉を借りてい

えば，土壌学者がその専門の立場から分類し，それを根

拠として調査，作図した土壌図は，研究としては価値が

高く，土壌学には貢献するであろうが，挫業には，役に

立たない，ということである。農業に役立つものは，稲

について，また，麦について，それぞれの地位級をあら

わすものでなければならない，ということである。例を

林業にとれば，スギの地位級，アカマツ，カラマツの地

位級が，端的に，同時に，表現されるような土壌図こ

垂
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のと同じである。

そうは言っても，世界の科学者が等しく核実験の平和

的利用を念願するように，土壌学者は，1人の例外もな

く，土壌図が，満度に，有効に，利用されることを願っ

ている。

上記の2つの回答の，その第2の方を，もう少しくわ

しくいえば，林業の経営の合幽上とか；新らしい造林界

の動きが，華燕しく舞台に登場してきた現在，土壌図の

占める比重が，従来にもまして，重くなった，といえる

であろう。

林業経営の合理化は林種転換を要望している。ところ

が，林種転換は，樹木の生育立地を知らなくては不可能

である。土壌図は林種転換が可能の地と，不可能の地を

明瞭に示している。これを利用lでなければ，当を得た林
種縄奥はできない。当局の人女は，充分に，このことを

了解していると思うが，念のために，これを重ねて述べ

ておきたい。

かつては，ユーカリの増植が据弥された。現在はポプ

ラが流行児となろうとしている。ところが，これ等の樹

種は，＃鍔の植栽地を要求している。幸いに，現在まで

は，造林家が従来の経験と感で，余り大きな過誤を犯し

ていないが，これなども，土壌図を基礎にすれば，病

害，風害などといったことは別として，大過なく造林を

近めることができるであろう。

林地肥培，人によっては林地施肥と呼んでいるが，こ

れも，土壌を知らなくては，適正な実行は望めない。識

者は，もちろん，充分に，これをわきまえて，指導して

いる。しかし，一般では，これを知っているかどうか。

土壌図を頼りに施肥をしている人が，そも幾人あろう。

肥料の量と配合は，目的とする木によってばかりちがう

ものではない。土壌でちがう。卿E効果にいたっては，

さらに，土壌によってちがう.。このことは，銘記すべき

である。

近頃は育種に対する関心が急速に高まった。このこと

は，林業人の一人として，私も，心からよろこんでい

る。ところで，育種に関連して，土壌の重要性が，正確

に評価されているであろうか。疑いなきを得ない。さら

に，巨大な品種を求めるあまり，林木の占有面積，林木

営菱分供給源としての土地資源の限度，言葉をかえてい

えば，土地生産力の限度，これ等について，深い考察が

行われているであろうか．土壌図は，これ等の問題に対

して，有力な示唆を与えるものである。度外視してはな

らない。

育種と同時に，あるいは，育種の中に包含されて，外

国樹種の導入が，最近，林業界世論の焦点に浮びあがつ

てきた。これもよろこばしいことである。異国に育つ木

を移入するにほ,問題が山ほどある。病虫害の問題’気

候の問題，取り扱いの問題，用途の問題’とりあげれば

切りがないが，土壌の問題は，前掲の諸問題におとら

ず，それどころか，見ようによっては，それにもまして

重要である。ところが，この方面における土壌への関心

嫁，現在では，極めて低いということができる。

外国樹種の導入試験ば大規模でなければならない。そ

れと同時に組織的でなければならない。土壌図などは，

盗料として，真先きに利用されなければならない。

＊ ＊＊

林業における土壌調査は，われわれに，意外の事実を

教えた。2，3の例をもって，それを述べて承よう。

ポドゾルといって，ソ連や，北欧，アメリカの北部な

どにあらわれる土壌がある。養分が謝悦されて，癖な

土壌である。ひどいのになると，土中に堅い盤層ができ

て，識力で破壊しない限りは，農作物の栽培はおろ

か，林木の育成もできない。というのは’盤層が不透水

屑になって，それから上位の土層が水びたしになるから

である。根も､，もちろん，盤層の下には伸びられない。

この土壌ほ，私が在学中に，恩師脇水先生が初めて樺

太に発見して，日本でも，この種の土壌があることがわ

かった。その後，稚内でも発見されたが，日本では，探

し求めなければ見出されないような稀らしい土壌で，盤

層のあるような極端なものは，わが国には存在しない，

ということになっていた。林業試験場の宮崎部長や私

が，杓地で発見したのは，それから余程後のことにな

る。その時でも，この土壌の稀少性は，わが国では，毫

も低下していなかった。

それが，土壌調査の可なり行き届いた今日では，大変

な変りようで，ポドゾルは，中国，近譲はおろか’四

国，九州でも発見され，名古屋営林局管内などでは|1000

町歩に余る大面積が，この種の土壊で占められているこ

とがわかった。そして，堅い盤層のあるものもあって，

ヒノキの天然林を伐採すれば，その後は，どんな木も育

たないという藍蔽のあることさえわがつた。この土壌

は，ひとり名古屋営林局の管内ばかりでなく，隣接の長

野営林局管内にも分布している。このような事実が明白

にされたのは，実に，土壌調査の結果である。

日本に分布する赤色乃至黄色の土壌は,＃謡の生因に

よって生成されたものである。これについて，私たち

は，ここ数年研究を続けているが，この土壌の分布は,

広く，九州から北瀬首におよんでいる。これも，見方に

よっては，霧悪な土壌である。これは，どちらかといえ

ば，星近く現われる土壌で，果樹園や’茶如，竹林，畠

《
詞

＃

且
叱
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大政？土地利用区について

になっている。一部は，いわゆる澪悪林地とか禿山と呼

ばれて，年煮1町歩あたり1万円近くの経費を蝕んでい

る。この土壌の分布がわかったのも土壌調査の賜物であ

る。分布と生因がわかり，性質が明瞭にされれば，この

土壌の敦良の対紫が樹立されるのも，そう遠い将来のこ

とではあるまいと思われる。

日本のような多雨，多温の国に，乾燥土壌が意外に広

く分布していることがわかったのも，土壌調査の結果で

あれば，赤色や麓色の土壌と同様に，どちらかといえ

ば，潅土に属する黒色の土壌の分布の大略がわかり，そ

の生因におよその見当がついたのも，土壌調査の結果で

ある。

日本海側の土壌が乾いているという。一寸常識を飛び

こえた事実のわかったのも，土壌調査の結果である。数

えあげればきりがないが，こうして，多数の人たちの，

血のにじむような努力の結果，日本の森林の土壌は，徐

灸に，その姿を，白日のもとに露呈しようとしている。

総てが明白になった暁にこそ，林業の経営の合理化は一

歩前進し，林野の行政は完壁のものに近ずくものといっ

ても，言い過ぎではないであろう。私ほ，その日の一日

も早く来ることを待ちわびている。
＊ ＊＊

土地矛鵬区分は，土地を有利に利用するためのもので

ある。天然の与えた土地資源を賢明に，また，有利に，

われわれのものとするためのものである。

そこで，区分された土壌を，つまり，性質と歴史のあ

きらかにされた土壌を，どう活用したらよいか。

最も容易で，最初に手がけられることは，その土地に

応じた樹種を選ぶことぞある。その土地に適した品種を

選び，かつ，作りだすことである。

従来の適地選定は主として樹種について，それも，針

葉樹について行われた。しかし，これは，育種において

も考えなければならないことであるし，広葉樹について

も考えなければならないことである。ところが，最後の

2者について考える人は極めてすぐない。是非，一般の

関心を集めたいものである。

一歩進んだ土地利用は，土地を人力で加工して，土地

資源を一般と高度に利用することである。排水，潅涯，

獅阻などが加工の手段としてあげられる。これらの手段

は，三部では，既にとりあげられている。その例は，読

者の知悉しているところであるから，今更，列挙しない

が，ただ，このような方法ほ，経済上の制約から，林業

では，特定の場合とか，特定の経営者によってだけ実行

可能なのは遺憾である。木材価格と林業投資の均鰄p何

によっては，これ等の手段は一般化するかもわからな

い。それは，将来の問題である。

投資を要しない土壌改良は，生産目的物たる木を使う

ことである。この目的に使われる木を挙げれば，広葉樹

に，まず指を屈しなければならない。欧洲では，土壌改

良と，土壌悪化の防止に広葉樹を使っている。わが国で

は，このことば，まだ実行されていないが，2代，3代

と同一種の針葉樹を造林した経験のある民間の林業家の

等しく訴えるところが，成長量の激減であることを思え

ば，広葉樹混植の実行もそう遠い将来ではない，と思わ

れる。

土地資源を積極的に利用するということでばなく，消

極的に，消耗をふせぐことも，広義の土f畷I用に属す

る。このことに関しても，わが国では，ほとんど，認識

がない。土壌侵蝕は，ただ，洗出土壌のかもしだす被害

の側からだけ関心をよんでいる。そして，毎年流亡する

土壌を肥料の価格に換算して，これを惜しむ声は，ほと

んどない。開拓によって莫大な富を流出土壌として失っ

たアメリカでは，土壌流出防止に懸命の努力をしている

し，古い歴史を持つ欧洲でば，実行によって，防止の実

を挙げている。

そこで，最後に私は言いたい。土壌調査は単に狭義の

土地利用という立場からだけでなく，土壌侵蝕防止の観

点からも，行われなければならない，と。私は，久し

く，これを主張してきた。一日も早く実行に移されるこ

とが望まれる。

可
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林野庁造林保護課長浅川林三
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造林政策の目標造林計画の概要
造林政策の目的一般造林
造林政策の目標その他の造林
適材僅進施策の現状今後の課題
緑化運動助成制度の拡充

義務制補助体系の合理化
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官行造林制度分収造林法の概要
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経済審議会は咋32年10月25日の総会で新長期経済

計画の答申をした。政府はこの答申と自民党側から出さ

れた計画を調製して，閣議決定をするということであっ

た。鳩山内閣の30年12月に決定したさきの経済自立

5カ年計画は，策定発表後好況の反映をうけ2カ年間に

目標計画を上蓑わる成長をとげたため，見通の不信をた

たかれ計画立案の反省と言いわけに腐心し，これを修正

することになっているうち，今度は国際収支の頚上に直

面した。そこで今霞で走りつづけていた設備投資は俄か

に冷水をかけられ，大火に至るまえにやっとこれを防止

したことはついさき頃のことであった。

今度の新長期経済計画の経済生長は年率6.5％として

策定されている。これに依ると37年度には31年度よ

り487万人の雇用増大となり，国民1人当の消蜜水準は

39％の向上となる。この線にそって各部門の計画がたて

られている。そうしていくとき37年度の経済規模は国

民総生産13兆420億円で31年度比は41％増となる

が，このような生産の支柱は第2次産業とくに鉱工業生

産に重点がおかれている。そこでそれに関連する輸入を

承ると通関ペースで48億400万ドルで34％増，それ

に見合う輸出は47億3000万ドル82%増，これを年

'間増加率で承ると，輸入は5％，輸出は10.5％の増と

なっている。このようにして生産国民所得は第1次産業

は31年度に比べ2.5％，第2次産業は6.3％，第3次

産業は6.9％と増加する。こうして日本の加工貿易の性

格がいよいよ重大性を加えてくることになっているので

ある。

日本のような資源構造の国で，生活水準をあげようと

すれば産業構造の近代化をはかって国際収支を有利にす

ること。すなわち加工貿易の形態をさらに拡大強化する

他にゑちはない。しかしながら，現在の貿易総造を承る

と，輸入構成の中に国民の生命をささえる食趨が輸入総

額（31年度）の20％近く占めているほか，綿花，羊毛

などの繊維原料（24.7％）鉄鉱石・鉄屑などの機械，

筆者・科学技術庁審議官

金属原料（14.1％）石油・石炭などのエネルギー原料

(12.8％）があって，これらが主として加工貿易の関連

において生産に参加することになる。

しかし，輸出の内容を桑るとわかるように，童だ加工

度の低い，つまり粗原料のものが20％近くもある。日

本人の騨自と日本の自然的社会的構造を生かし附加価値

を高くしたもの，つまり外貨手取率の高度な製品の生産

を推進させ，これをできるだけ輸出することにすれば貿

易は有利である。そこで，新経済計画では食料生産の構

造変化とその増大を行いつつ，鉱工業とくに化学工業，

機械工業，金属工業に主力をおいて経済の生長を大きく

伸ばそうというのである。産業構造の新らしい狙いがこ

のような目標で大きく動いていくことになる。

、

経済計画の鉱工業部門ほこういうことになっている。

すなわち鉱工業生産の水準は，31年度の実慶にくらべ

37年度には60.2％の増加とする。年率でば8.2％の上

昇テンポでいくことになる。昭和25～31年度までの実

績生長率16.3％ということから承れば，こればその半

分の目標であるので達成の可龍性は強いと象ていい。

次にこの鉱工業部門を構成する業種について象ると，

化学工業（31年度比187.0％）金属工業（181.0％）

機械工業（178.4％）など詞上学工業の伸張率が最も高

い。その他はゴム・皮革（162.1％）印刷製本（150.6

％）窯業（149.9％）食品工業（142,4％）製材木製

品（127.0％）繊維工業(117.6％)等となっている。こ

のように第1に化学工業，第2に金属工業，第3に溌械

工業というように力を注ぐわけであるので，これをもう

一段階さげて象てゑよう｡そうすれば,まず第1の化学工

業のなかに，化学肥料と紙パルプとが特に大きく登場し

てきている。そこで筆者は紙パルプに関する産業に関心

を改めて大きく向けねばならないことになるのである。

紙パルプ産業の計画は，国民1人当紙消費量を昭和

37年度に約100ポンド（57％増）したが､って内需総量

を95億ポンドと見込んでいる。そして輸出は南東アジ

アの需用増を考慮し31年度の2倍（5.5億ポンド）に

予定する。それでパルプとしては溶解パルプ（71.7万英

I､ン）紙バルブ（314.7万英トン）ともに相当大きく見

込むことになっている。したがって，これに要する木材

は4909.9万石，これをつぶさねばならないということ

になる。

そこでこの計画が示しているように，パルプ紙産業が

国の昼朝経済計画として特に重要視される部門であるこ

とがわかるが，紙，パルプ関係の人達にきけば，このよ

うな木材利用度の高い産業は今後益を推進せしめねばな

らない。世界の文化国家の紙消費量を患ると日本の何倍

もあるので，もつと大巾に生産をあげる必要がある。し

－16－
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藤村：新らしいパターンでの紙パルプ産業

かも海外への輸出を考えれば前途は洋食たるものである

と言われる。筆者も正にそうだと思う。しかし，そうで

あればあるだけその産業の鱗造を堀りさげ，その内容を

知っておく必要がでてくるのである。

虹

まず現在の紙の需誇をゑて象よう。

昭和31年度の生産量は約59億ポンドであった。そ

のうち内需は約57億ポンドで総生産量の95.5％に当

っている。人口1人当年間消溌遼は63．7ポンドである

ので，昭和30年度の52．5ポンドと思い合せるとこの

伸びは驚くほどに速い。しかし輸出を承るとまだ生産遥

の4.5％，2.65億ポンドであって，これは敢えて言うに

足りない。以上のような需用構造のものを37年度には

人口1人当消費量を100.3ポンドに増加させ，輸出は東

南アジアを対象に2倍にするというのである。

筆者は，化学工業としてのバルブ紙その他繊維産業の

発展ほ，日本の産業瀧造の実態から承て適切なものと考

え心からこれを望むものであるが，この実現をはかるた

めには，その構造的実態と動向とを十分に認識しておく

必要があると思う。とくにこの度の新計画に対しては，

既に相当の批判がでているようであるので一応その批判

にも耳を傾けておく必要があろう。まずその批判につい

て承れば，その最も大きい点は，次のようなことだと思

う。すなわち昭和37年度に予定する47億3000万ド

ルの輸出と，国民総支出の約1/3に当る3兆8920億門

の貯蓄が一体可能であろうかということである。世界的

情勢はなかなか輸出の容易でないことを暗示している

し，もともと6.5％の生長率そのものが欧洲などの2倍

に近いものであることからぶても，そこに無理があるの

ではなかったか｡この計画は相当に甘い,内容についてぶ

ても理想にすぎるものだ，とこのようなことがいわれて

いる｡しかし,この経済計画案の審議は数百名の学識経験

者が集まり，数回，10数回にわたって練られたものであ

る。もしこのようにしてできたこの計画において不備な

ものがあるとしたならば，このような策定方式や審議方

法について何等かの欠陥があると象なければならない。

さらに，このような国家的総合計画の策定審議の考え方

について根本的な検討の要があるかもしれない。これは

極めて重要であり基本的な問題だと思う。しかし一応そ

の計画を基礎にしてパルプ，紙産業の所論を進めて象る

ことにしたい。

Ⅳ

パルプ紙産業は経済計画中とくに重点産業の一つであ

り，木材関連産業のうちで焚本集約的産業の本体である

という意味において頗る注目に価するという前提から出

発する。

童ずパルプ紙産業の一般工業の中における資本または

労働の構造的性格をぷて承よう。このため各産業種にお

いて附加価値生産に投入された労働人員数を次のような

区分によって示されたものをかかげる。

労働集約的産業鯉'綴R薑3人以上
中間的産業〃2～3人

資本集約的産業〃2人以下

構・成比
産業別

労働集約的|中間的院本集約的
化学

紙類似品

第一金属

石油石炭製品

印刷出版

電気機械

ｺﾞzム製品

食料品

輸送用機械

カラズ土石

機械製造

木材木製品

紡績

金属製品

精密機械

全エ業

３
６
２
９
０
８
９
９
７
１
４
６
２
０
８
０

●
●
●
印
●
Ｐ
。
●
●
ｐ
●
●
。
◆
①
卓

５
５
５
０
９
１
１
０
７
３
４
３
２
４
４
９

３
１
６
５
５
７
３
９
６
６
５
４

７
２
４
８
７
９
６
０
０
２
７
６
７
０
２
５

●
●
・
●
●
●
由
●
●
●
◆
●
●
●
●
●

４
４
’
６
１
１
３
５
１
《
５
４
８
５
７
６
５
０

２
６
７
２
３
７
１
５
３
３
４
３

90．0

60.2

60.1

37.3

82,3

24.3

22．5

18．1

17.3

9．7

6．9

O.8

0．1

20．5

津&

4

出所一産業穂造の変遷と就業構造の推参（石崎唯雄）喪本集

約，労働集約区分による雇用の変動表の一部による。

これは昭和29年の工業統計表から作成されたもので

あるが，これだけをゑても日本工業部門の職造的特徴が

極めてはっきりと読承とられる。このうち紙類似品工業

は化学工業の90.0%に次いで60.2%という資本集約

的産業の第2位に位歴している。ところが今少し内部に

立入って承ると，第1位の化学工業が労樋集約的5.3％

中間的4.7％というのに対して，紙類似品産業では労働

集約的割合は35.6％という高率であり，中間的割合は

僅ずかに4.2％である。また第3位の第一次金属工業が

資本集約的60.1％，労働集約的15.2％，中間的26.4％

というのに対比しても，そこに極めて大きい織造上の差

違が発見される。

原則として，資本集約的産業はこれを労働集約的産業

にくらべると，一人当りの固定資本が大きい。またその

生産規模が大きくて労働力の質も男性を主とし優秀な技

術者を集めているという特色がある。したがって賃金水

準も平均して労働集約的産業の2倍以上が普通である。

しかもますますその施設ほ近代化される傾向がつよい。

震

ニ
ー
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藤村：新らしいパターンでの紙パルプ産業

そのためその労働喪率も分配率も集約度の高くなるほど

低いのである。この傾向は最近の化学工場を見た人には

直ちに理解できることと思う。その規摸はますます大き

く，その施設はいよいよ革新的となっているのである。

しかもその速度は非常に早く一瞬も休止するところがな

い。そのため一般労働力はすべて新鋭機械におきかえら

れオートメーション化されるために，これをコントロー

ルする技術労働力の象が重要される傾向がでてくる。そ

れでこの種の産業では，研究投資をますます大きくし，

経営管理を合理的に徹底させ市場事業を拡大しつづける

のである。このような趨勢は世界的な大流となってい

るのであるが，この問題は極めて大きな波紋を経済的に

も社会的にも投げかけている。つか承だす問題の片鱗が

ここにある。

V

さきにあげたパルプ紙産業（紙類似品工業）部門の内

部を少しのぞいて象よう。資本集約的産業に属するパル

プ製造業と洋紙製造業では，1事業所当りの労働人員は

112人，年生産高ほ2億7000万円となっている。また

労働集約的産業に属する事務用紙，日用紙，学用紙など

の紙製品製造業，紙袋，段ボール箱などの紙製容器製造

業，および手抄和紙製造業では，その1事業所当り労働

人員は平均8人，年生産高は平均650万円である。とく

に前者のパルプ製造業と後者の手抄和紙製造業は，近代

化と非近代化,資本集約的と労働集約的,大規模企業と零

細企業など両極の性賂を端的に現わしているのである。

パルプ紙産業の構造を（手抄和紙製造業を除いて）荒

ずか承に眺めて集約度区分の性格を蕊ると，資本集約的

産業は塞礎財生産部門であり，労働集約的産業は消蜜財

生産部門であるということができる。また一次製品と二

えば半耐久的消費財の生産部門ということができよう。

このようなバﾙプ紙関係産業を工業競計の小分類にし
たがい，その経済と労働の櫛皆によって表示して承ると

前表のような姿として映像されてくる。

すなわち，この表によって承ると，パルプおよび洋紙

製造業は大企業形態として，他はすべて中小企業および

零細企業としてその相貌をはっきりと判別することがで

きる。そしてこのように異質のものが並存しているので

あるが，その二者の質的毒堂をさらに次表に示すような

形によってとらえて象よう．この表は基礎財生産のパル

プ鐵置業と二次製品をつくる紙容器鍵皆業とを比較し，

鋤莫別の生産性を示したものである。

一

’
1

0

j,封A|'|,B946191

A6．6120.2167.1

B8.119．9153．8

A|1．815.4119．9

B|1．213．2114.5

６
－
一
睡
一
．
｜
詞
一

８
０
一
岬
一
一

４
－

狸
一
６

11

43

740

294

812

71

-塁篭鳴｜
（100万円)i

鼎加緬虐｜
（100万円)’

５
１
７
２

（註)A....パルプ製造業B….紙容器製造業

これを象て判るように経営規摸の大さが，その生産額

を大きく引あげているのであるが，経営の成果をもたら

す鰯昌構造がその生産性として資本集約的企業の特徴を

きわめて顕著に露呈している。とくに附加価値額につい

て象れぱ一層明確にとらえることができる。

Ⅵ

「パルプ紙，紙加工製造業」は以上のような内容をもっ

ている産業である。大企業は中小企業と並存していて中

小企業の必要とする粗原料を一手に生産する立場にあ

る。そのために紙製品製造業は大企業からの超過利潤収

取の対象となり易いため，いわゆる原料高，製品安の恒

常的状態を生承だす根源をなすことになる。大企業ほ利

潤を得て蓑すます固定資本投下を拡大する。いよいよ施

設を大きくし，しかも近代化の線をうち出していく。こ

のため中小企業の低生産性ほ低賃金を呼び，二者構造の

質的差はさらに大きくなることになる。

パルプと紙の国内における消費性向は，国民の経済生

活に直結する最終消費性向と，華礎財生産者に対して第

二次製品生産者の構成する消費性向とからなり立ってい

る。この二面はそれぞれ消費過程の違いを持っているも

のの，国の経済生長が国民所得を引きあげて作る市場構

造の如何が生産を刺戟する根本素因であることに違いほ

‘

~

委
一産 裟｜構成比

鵬認|製造業|燕業所|従業雪生産額｜

:,f}｣,|;}.'"熱瀧ﾙブ製洋紙製

鯛麓碧“”，中間的

ヨ."|”
紙製品製

労働紙容器製
集約的

和紙製！．

75

一

17

０
６
０

３
２
１

8

=|!001!｡｡|』｡｡|[oq」
（註）従業者4人以上のもの32年度工業統計表より作成

次製品という区別もできる。そして中間的産業は塗工

紙，段ボール，壁紙襖紙などの加工紙，セ戸フアン，繊

維板などの加工品等の製造業であるので，どちらかとい
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藤村：新らしいパターンでの紙パルプ産業

ない。したがって，このようなコースにしたがって考え

て象ると，経済白書が公示しているように總険以来わが

国がたどった調列な経済生長こそパルプ，紙工業に巨大

なる収益をもたらした基根であったということについて

は疑う余地がない。

ここで今大企業形態をとるパルズおよび謝晶製造業に

話をしぼって承よう。

認在わが国の経済制の下において，その生産性を向上

させるたあには何としても生産力の集中度を高めること

を否定するわけにはいかない。ではパルプ，洋紙製造業

がどのような姿を描いているであろうかをふよう。

まず戦前の昭和12年を承ると，パルプでは5社で

76.0％，10社で85.3％，洋紙では5社で90.0％，10

社で99.3％という極めて高度の生産集中度を示してい

た。あっぱれパルプ，細漬本の独占形態ほ偉観を呈し市

場を脾睨支配していたということができた。

ところが終戦後，独占禁止法の実施などもあったので

はあるが，その集中度は引つづき下降の傾向を示してい

る。

資のヤマを越していたといわれていたが，問題は原木確

得の面に強く現われることになったのである。

Ⅶ

上述の獅造変化をさらに追求するためには，日本銀行

の経営分析調査等によることが便宜であるが，「パルプ，

紙及び類似品蝿豊業」という産業分類で表示されている

ため，さきにふれた二重並存の駿行的構造を一本化した

ものになり分析把握上十分でない。したがって本稿では

その探究をしばらくやめ，筆を元の経済計画にかえすこ

とにしよう。

経済計画では国民1人当りの紙の消費量を37年度に

は100ポンドにすることは前に述べた。それが昭和30

年には52．5ポンドのものであり，31年には63．7ポン

ドであったのであるから，この傾向を直線的につづけれ

ばその見方は可能とも承られる。しかし，紙の消費愛に

ほ，今後の鉄鋼需用にある問題と同様に海外輸出におけ

る限界供給的地位のような強度がないとしても，やはり

需用傾斜は相当の密度に対面しているのではないかと推

測される。そこで1人当りの国民所得と紙の消蜜堂との

関係を次表に示して承よう。

車

区分’ 生産集中度
｜
ﾛ昭和｜｣ユ

上位l社49．3

8社65．2

5社76．0

10社85．3

総企業数

2512ア30
18．813．1111．8

39.531.8129．3

53．645．041．0

73.064.0162．6

名｜‘繕関得'1犠沸単墾国

アメリカ

カナダ
ニユージーランド

スイス
スエーデン

オースI、ラリア

イギリス
ベルギ．－
ノルウエー

フインランド

西ドイツ
オランダ
アイルランド
オ－スI、リア
イタリ
ー

開 阿
日 本
フイリピン
タイ
セ一戸ン

プラジル

インドネシア
バキス女ン

印度
カンポヂア,ラオス,ペトナ･ム

ピノレマ

9

1,845

1，267
1,073
1,043

1,035

987

867

814

778

705

540

522

428

392

325

304

194

173

125

118

10O

86

74

59

418

280

104

146

200

!41

187

110

159

124

121

105

60

72

35

51

52．5

10

2．2

3

19

3．5
2

1．9

2

1．3

"くﾉレプ△

I801z251z｡ア
生産実績
（万トン）

上位1社

3社

5社

10社

総企業数

生産実績
(億ポンド）

7a訓1空01187フ
19．8

47．4

56．3

70．5

96

71．7

83．1

90．0

99．3

24.0

57.0

68.0

80.3

87

18.3

41．8

50．9

65．0

ベ
ータ
‐

屋

’洋紙

’ ’
Ｔ
■

88

’18．730．712．2

（註）日本産業集中の実態による。

そして昭和30年になるとパルプでは5社で41.0％，

10社で62.6%となり，洋紙では5社で50.9%,10社

で65.0％と年とともに低下している。しかし，パル

プ，辮喝ともにその鐘童奉は累年箸るしい増大を示し

ているのである。いうならば業界の競争が激しくなり余

剰利潤を固定資本投下に向けて加識を拡大し認蒲を近代

化するという傾向を強く打出してきている。昭和32年

前期の公定利率の引上あげにあたって一般産業界がショ

ックをうけたときにも，パルプ，紙企業は犬むね設備殻

（註)(1956)Pulp&Paper(1957)経済要覧

筆者はこの表から2つの問題点を誘導したいのであ

る。この頃，経済発展の生長はその消費されるエネルギ

ー量に相関するということが,世界的に言われている｡ま

た過去の経済生長とエネルギー消費量の関係をゑると実
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藤村：新らしいパターンでの紙パルプ産業

際にその傾向は濃い。また現在の坐において世界諸国の

国民所得とエネルギー消費量との相関表を作って承ると

また同標の関連性が発見される。あらゆるエネルギーを

確保するため世界各国が総力を傾けているのはそのため

であるが，これはエネルギーが生産過程に直結する基本

的要素であるからに他ならない。ところが紙の消費量は

エネルギー消費量とは稽趣を異にし国民所得の結果的現

実として始めて把握されるものである。紙の消費はその

国の文化レベルの表現であるというのはこれを意味して

いると思う。紙を作るのには原料は勿論，エネルギーも

工業用水も化学材料も要る。そして国民生活の中に消費

されていくのである。したがって，国民ばその消斐に相

応する所得の実力がなければならない。

昭和30年の日本で1人当りの国民所得は194ドルで

あった。そのときの紙消費量は52．5ポンドである。こ

の同じ年に1人当りの紙の消費量が100ポンドを起すも

のは何れも日本よりズツト国民所得の大きい国ばかりで

あった。消費量が100ポンドに近い105ポンドのオラン

〆がその年には522ドルの所得であった。西独は121ポ

ンドで540ドル，イギリスは187ポンドで867ドル，ス

エーデンは200ポンドで1035ドルであって，アメリ

カは418ポンドを消費しているが,日本の10倍に近い

1845ドルの所得が国民の平均1人分であった。紙は買わ

ねばたらない。紙で作った紙製品も買わねばならない。

書類や新聞は知識欲と購買力がなければならない。

問題はここにあるのである。

この表によって考えられる今一つの問題がある。それ

朧輸出につながる問題である。今次の計画によれば目標

年度には輸出を現在より2倍に増ず，その対象は東南ア

ジアだといっている。ところがこの表で承るように東南

アジアに属する諸国は日本よりもその国民所得はずっと

少ない。世界的に少ないのである。しかも紙の消費量は

フィリッピンの10ポンドを除くと1.3～3.5ポンドとい

う驚くべき少量である。これは経済力がないという他に

文化の度が非常に低いということ，言うならば国民の大

部分が現在は文盲だということの反映にほかならない。

財政経済的に，科学技術的に，それにまた社会政治的な

問題が多く，しかも資源開発に熱意をかたむけているこ

れら諸国のつくる市場構造,それについては十分な検討
を加えなければならないと思う。東南アジア地域に対し
ては欧米諸国の目と手とがたえずかけられており，また
自からの努力を進めつつあることは戦後における印度の

紡績にてらしても首肯される。
それはそれとして，世界の木材パルプの動向は世界的

供給源であった北欧に対して則侈kがこれにかわらろうと

する趨勢がみらていることである。しかも米国の紙生産

量は全世界の半を占め，その消費量は米1国で世界の半

分以上であるということ，すなわち3000万米トンを生

産し3450万米トン(その輸入はカナダからうける)を消

斐していることは驚異に値する。1955年100万トン以

上を生産する国をならべて承ると，アメリカ，カナ亥，

イギリス，西独，ソ連，日本，フランス，スエーデン，

フィンランドの順であるが，日本の紙力逼際市場にカム

バックすることに対して世界は注目していることをつけ

加えておかねばならない。

Ⅷ

今一度経済計画をひらいてぷると，以上の紙，パルプ

生産に対して原木供給計画はパルプ用を49,099千石と

きめ，そのそち国内供給分を44,760千石としている。

この量は用材総供給趣に対しては28％（国内分では25

％）に当っている。今後のパルプ材としては広葉樹や廃
材なども加えて高度に利用するようであるが，この生産

計画についてはパルプ用材の樹種別構成の変化もあり，

全木材生産量の中における用途別分配の変化の他，第一

次市場を構成する価格が大きく働いていく経済性につい
て検討せねばならない。しかし，紙パルプ産業の問題の

重点はどこまでも紙パルプ消費の面において慎重に検討
を行うべきものが残されているのではないかということ

であろうと思う。勿論，生産の面についての多くの問題
は，それはまた別の角度から見るべきものであるが，紙

パルプ産業の問題としてば経済的視角の中でもつとこれ

を堀り下げ分析し検討していかなければならないのでは
ないか。

前に度をのべたように日本の経済発展が大きく貿易構
造に左右されるものとすれば，あらゆる資源の総合的高

度利用を通じ，輸出品としてはできるだけ外毒寂率の

高度を狙わなければならない。例えばラワン合板は日本

性技術の個性を生かし極めて有利な輸出品ではあるが，

外貨手取率は原木を輸入に仰がなければならないために
53.7％でしかない。これに反し新聞紙は99.9％であり

紙製品は99.5％という高度のものであることは注目す
べきと思う。しかし，外貨手取率がたとえ100％であっ

てもナラ材などの原材料輸出は決して好ましいものとは

いえない。それはその商品の附加価値が小さいばかりで

なく，生産性の向上にも産業の近代化にもまた雇用問題
にも余りふれてこないからである。

紙パルプ産業は，同じ木材関係の工業でありながら，
木材木製品工業とはまったく別の領域において新らしい

時代に雄飛しつづけている。原材料の坂得や処理の過程

において色士の大きな問題が内包されているが，とくに

最近一般の注目をあびてきた問題として工場廃液の問題

を忘れてはならない。従来この問題は補償などの一時的

糊塗謨段によって処理せられ公経済を無視しつつ私企業

の利潤を保守してきた観が深い。わが国全産業の中にお
いて水資源を最も多趣に消費せねばならないこの産業と

して，現伏のままいつまでも継続される筈もない。これ

に対する社会的関心が日日に大きくなりつつあることを

直視せねばならない。木材の高度利用産業であり，高収

益産業であり，国民経済上の重要産業であるこの産業ば

わ溌国工業用水の枯渇し行く現況に鑑象，工場廃液の生

産化のため，黄本的にも技術的にも格段の努力が要請さ
れている。

以上述べたように，新長期経済計画に大きく登場して

いる紙パルプ産業についてその構造の一端にふれたので

あるが，まだ色公の課題が包蔵されている。この産業が

将来ますます発展するため，新らしいパターンにおいて
今後一段の研究が切望されてならない。

一
口

む

41.

王

●一

－20－I



I

Ｐ

■

‐ －＝垂一一竜…両一一一勾基一騨一 二笛乙

今 後の林業に

備えて

｡?T玉JP団宅君一一画一一一＝ー今一■P.=一一

渡 辺武夫

1．今後の林業の方向

新春を迎えて今年の林業に対する施策はと云ったこと

を考へるのは楽しいことである。時代は目まぐるしい迄

に進展して行く。原子力平和利用が問題になっているう

ちに人工衛星が飛び出す。国際酵素学会では，人工生命

の誕生まで論議され童話のピノチヨではないが人力によ

って生物を作りだす日も近ずいたようである。叉精密機

械の発達ほ人工頭脳を産承出し，人間では一生かかつて

も出来ない計算を簡単に処理する迄に至った。今後人間

は物を記憶する必要はなく単に創造しさえすれば良い，

とまで云われるに至っている。さらに合成化学の進歩は

蛋白質，澱粉の合成に成功せんとしつつあり，今後は動

物や植物が自然の力で蛋白質や澱粉を作りそれを人間が

利用するのでなく直接蛋白質や澱粉を人間が作り出す時
代も遠くないようである。

このように人類の夢は次之に人間の脳力の集結として

解決されて行くが，しかし当面差当り春に種を播いて秋

に穂るのが稲でありそれを米にして飯にする生活は急に

無くなるものでなく，ここに艇林業の必要性があるので

ある。しかし外部の急テンポの影響は農林業方面にも現

われており，蔬菜類の促成栽培の発達や稲の品種改良等

により短期間に農作物を収穫しようとする努力が振われ

ていることは御承知の通りである。このことは一毛作が

二毛作となり或は台風謝をさけて収穫をする等置々の面

に関係はあるとしてもやはり農業も天気寮かせでおれな

いと云う時代テンポの影響もあると考えられる。林業に

於いても最近短伐期の林業と云うことが云われ出したが

これは一般に森林所有者としての黄金回転率の面からの

時代的欲求として現われたようである。しかしこのよう

な面の承でなく別途の時代要求としても短伐期林業進展

が必要であることを痛感するものである。

我国の農業のあり方は非常に投機的危険度の高い姿を

持っている。すなわち価裕と収謹の相関から収入が決定

されるのは当然であるが，価絡の面は集荷，販売の所謂

流通過程の問題があり収穫は天災,天候異変と云った問

題と関係があり，いずれも生産者の力では解決しにくい

問題である。従って農家は価絡政策の比較的安定してい

る米作を主体とする形となり，かなり危険をおかしても

米の収繊の最大を目ざして努力する。このために気象的

環境からの危険を知りつつも万一を思って多収獲品種の

作付を行い悲惨な冷害の原因を作ってしまったりする。

このことは時た童もうかったことを夢見てパチンコに熱

中する人の心理と共通したものがあるとしても，現状の

農民心理として無理からぬものがあるとも云へるのでは

あるまいか。叉米以外の場合には所謂豊作貧乏の現象が

出現したりして農業の基盤ば決して安定したものとは云

えない。この点米国では1957年度に余剰農産物の処理

にこまり価格対策の一つとして約500万m渉の農地に作

付停止を行いこれにより小麦，燕麦，玉蜀黍，煙草等挺

対する生産抑制を行うことに依り，価格を保持する方法

をとるに至っている。このように収入の不安定性をもっ

ている農業に比して林業ははるかに安定しているのであ

り林木は林地に備蓄出来る特徴があるため金の必要な時

に林木を売却出来る利点があり，これが農村に於ける備

荒貯蓄として山が重要視される原因であり淡林不可分の

原因でもある。

しかし山を持たぬ農家或は僅少な山しかない農家は必

然的に林業労働により労賃を得ることにより自家収入の

不安定性を安定化しなければならないjそのためには林

業労働の機会がより多くならねばならず所謂雇用力の増

大を考えた林業を推進しなければならない。このために

はより多くの林業投資を行なうことが必要となり，この

ような増加投資資金の回転を考えると当然短伐期林業に

ならざるを得なくなる。このように林業による雇用の増

大をはかる必要からも短伐期林業が必要となるのであ

り，このためには公有林，国有林を通じた問題としても

短伐期林業の導入が必要となるのである。立派な村有林

が広大に存在し村財政としては裕福でありながら村民は

貧乏に菅しんでいる場合，村民の目からは『あの木が自

分のものだったら」と云う気持が生じ村有林開放が声と

して出てくるわけになる。もし個人に分ければ山は直ち

に伐られ荒廃してしまうと云ってもそれは理論であり現
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実にはなかなか通りにくい。このことは県有林，国有

林にも通ずることであり今迄30人の労力を雇用した処

で50人60人の雇用が行われるとすれば地元の農民は

開放を叫ぶ前に充分満足されることになろう。このよう

な点からも短伐期林業の推進は必要であり，さらに叉次

の理論からも異なった対象ではあるが短伐期林業が必要

となる。すなわち前述のように不安定な基礎に農業が置

かれているのでこれをカバーするため休閑地等を利用し

た林業を考え備荒貯蓄的手段を考える必要がある｡この

場合従来は特産樹的なものを考えていたが今後ほ特産樹

に限らず用材生産も考える必要がある。イタリーのポプ

ラのごとくでなくても一部落,一村が一致して行なえば

団地的集団植栽でなくても孤立木的育成によりまとまっ

た数溌を生産し得ることが考えられる。この場合これが

10年～12年以内で伐採可能な林木であればかなりの重

味で避家収入に坂入れられるのでありこのような意味か

らも短伐期林業の推進は必要と云えよう。これらの理由

を総合して私は今後の林業の方向として短伐期林業えの

転換を考えたい。

2．立地的因子の基礎賓料整備の必要性

以上のように新らしい称業を展開させるについても，

我国の立地的因子について現在あまりにも基礎的調査資

料に欠けている点残念である。これはひとり林業方面の

承でなく，すべてに共通して基礎的盗料に欠けている点

放置し得ない問題ではあるまいか。このため特に土地政

莱の面で常に空論が展開され，現地には甚しい矛盾が生

ずるに至っている。この点に対しかつて軍が立派な地形

図を作った如く（勿論これは鰄災上の必要が基礎になっ

ている)又鉱業の面から地質図が作られている如く，より

完全な基礎資料を整備する必要がある。経済行為として

土地の上に営まれる各種の利用形態はその時灸の憤勢に

より多少の変化はあるにせよその土地の持つ潜在的性質

を高度に利用すきことが基準になるべきである｡荊蝿だ，
L

草地だ,剃地だ,と云ったような論議をするためには前提

としての立地的因子が明確化された上に経済投資を加味

して決定すべきである。この点イギリス本国の国土利用

に対する基礎調査の資親等は参考になる。狭小な国土の

中で鉱業か,住宅か,農地かで苦しんだ英本土の歴史はや

はり我国にも通ずるものがあると考えられこのような基

礎盗料に基ずいた土地政策こそ本来の姿と云えるのでは

あるまいか。我国の農林行政がかかる基礎なく進められ

れば進められる程，今後の混乱に接近して行くものと思

われてならない。このためには立地調査の機関を設置し

優秀な技術者により調査を進める必要があり試験研究機

関と密接な連繋により常に調査盗料が修正され，精度が

高められて行くべきである。これには既存の政策の修正

等を怖れて反対があるかも知れないが，この調査機関は

基礎資料を作る機関であり，この資料の活用はそれぞれ

の行政部門が行うのであるから問題は生じないと思う。

3．林業技術上の問題点

前述の如く短伐期林業の推進と一口に云っても技術的

に未解決の問題が多食あるのであり，叉立地的因子の把

握に於いても種為問題があることは勿論である。しかし

ヨーロッパに於いてのポプラの如く10年か12年で伐採

される林業が実在する以上，我国でも現在より短伐期の，

林業が期待されないわけはあるまい。この点我を林業技

術者として今後真剣に坂組むべき問題でありこのために

は樹木生理，根圏生理と云った生理の問題から育種，栽

培法に至るまでの研究が強力に進められなければならな

い。交雑育種や林地”凹等も重要な問題であろう。短伐
期林業すなわち外国樹種導入と云った考え方＄あるが，

外国樹種の導入についてはもっと積極的に現地の実態を

調査してかかるべきでありこの為に現地調査に出張する

ような機会はさらに積極化すべきである。

叉土地利用の面に関係しては風,雪,害に対する局所気

象の問題，林地侵蝕叉は土地保全の問題等々未解決の問

題が山積していると云える。これらの解決に対し近時各

地に地方に林業試験場ができ全国的に試験研究を推進し

得る状態になって来たことは喜ばしいことである。しか

しこれらの相互連総並びに研究の調鍔こついては今後大

いに強化をはからねば癒らない。従来の所謂百姓試験か

ら脱皮し，分析的試験と栽培試験の2つが確立されつつ‘

ある現在，今鋤n何なる方法で如何なる精度の結果を期

待した試験を行うかと云った試験設計に対するお互の検

討が強化される必要があろう。試験設計の相互交換は結

果の報告以上に研究者の参考に厳るものと考えられる。

「林業技術」の誌中に試験設計の論文等が掲げられるこ

とも非常に参考になるのではないかと思う。

新らしい時代要求に即応した技術を打出すためには時

代に先行した研究が必要である。このためには以上述べ

た事項が，今年から発足し一日も早く確心のある技術に

なって推進されることを期待して忌まぬ次第である。こ

のことは今年の初夢でもあり今後の希望として実現のた

め諸兄の御協力を仰ぎたい念願でもある。
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生産性の向上

斎藤基夫

工

昭和32年産米の予想収穫高は，7570余万石であり，

昭和30年度に次ぐわが国有史以来の盤作と発表され，

"3年つづきの挫作"という言葉か語り伝えられている。

しかしながら，一方においては，3年もつづいてこの

ような利又穫を挙げえたということは，もはや豊作では

なくして，それだけ基準収穫量が上昇したものであり，

生産性の向上を物語るものであるとの意見を述べている

ものもある。しろおとの忍には，この32年の稲作とい

うものが，いかなる内容のものであるかの真随をぎわむ

る由もないが，しかし，しろおと目で見ても，32年の天

候その他の諸条件が，決して米づくりに良好な状態にあ

ったとは考えられず，むしろその逆の傾向にあったよう

にすら思われる。然るにも拘わらず，有史以来第2番目

の大収種が見込まれるということほ，もはや，天候その

他の偶然性からもたらされる〃豊作〃をとおり越して，

品種改良の進展，新らしい栽培技術の確立等農業技術そ

のものの向上進歩，また土地改良事業の伸展，戦後にお

ける各種の新らしい肥掛や農薬などの目ざ叢しい改良発

達とその生産増大，また”巴方法の合理化，病虫害防除

態勢の確立整備，しかしてそれらの諸要件を総合して，

個灸の挫家の庭先にまで末端浸透を図っているところ

の,農業改良普及事業が,創始以来10年を迎えようとし

ているこの秋，ようやくその実効を表わし始めたことに

由るところが，極めて大きいものであるように，秋はし

ろおとなりに，こう判断しているものである。

わが国農業の基幹作物であるイネについては，全国的

視野に立ってこれを達観すれば，大胆な表現ながら，右

のように，一応の光明を見出しえた，ということができ

るであろう。今日，わが国の農業政策が一大転換期に際

会しており，従来の食細増産一点張りから，適地適産を

旗印とずる畑作振興，畜産振興えと重点が指向され，総

合的な食糧生産確保と，商品としての農産物の生産とい

う線が強く打出されつつある。

せまきわが国土の僅ずか15％という限られた耕地は，

これを最高度に利用するとともに，水田と山林との中間

における粗放な利用，ないし遊休状態の地態に，果樹そ

の他の樹園地や，飼料の自給度向上のための草地の造成

等による，国土の集約利用を図ることによって，他面，

林種転換による拡大造林の積極的実施と，これを可能な

らしめるための薪炭林，竹林等の施業改善の普及等,各

般の施策の推進と相俟って,､総合的にわが国土の生産性

向上の具現のために，最善の努力を傾注することこそ，

われわれに負荷された任務である。

、

農業における〃3年豊作〃を通じての生産性の向上

が，ようやく表面化しつつある今日，わが林業において

も,’将来における国民経済の発展に対応しての，各種産

業部門に対する原材料木材の自給自足態勢の確保を目途

とする，拡大造林計画が樹立実施せられており，とくに

林種転換による生産性の向上を企図しての拡大造林が，

今や本格的に非常な勢いをもって，健実に実践に移され

ていることは，まことに力強くもまた，たのもしき限り

である。

しかして，これらの造林事業の成果を一層増大せしめ

るために，林種転換計画地に対する「適地適木調査」が

去る29年度から実施されており，また造林の根本をな

す優良系統に属する種苗の量産確保のために，公営によ

る球果採取や幼苗誕成の事業が，既に27年度から実行

されていることは，衆知のとおりであるが，さらに，32

年度から林木育種の鞭業が，従来の現地適応試験の域か

らとび出して，事業としてその緒についたことは，正に

画期的なこととして銘記すべきである。この事業をとお

して，農業におけると同様に，品種改良の実を挙げ，ま

た，そこから出発しての原々種圃，原種園等の施設を整

備し，活用することによって，林業の宿命とも称すべき

生産期間の短縮，また単位面積当りの生産量の増大等に

より，国土の3分の2を占める，林野の生産性の向上を

図ることが，これ童た，わが林業人に課せられた重大な
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責務なりといわなければならない。

皿

林木育種事業の進展と，その成果の普及浸透による森

林の生産性の向上は，今後にその期待をかけられるとこ

ろ大なるものがあるが，これと平行して，林木肥培，林

地”巴の問題が，大きな課題として登場しつつある。こ

れ力診ためには，林木の成長経過に適合した固形肥料なる

ものが案出され，既に実用化しつつあり，さらに，いわ

ゆる篤林家，精艇家などによって，硫安その他の化学肥

料等を，造林木に施用して来た実績等については，林総

協の「林木肥培の現況」その他によって，世に紹介され

ているところである。

さらに，瀬戸内海沿岸一帯を中心とする花崗岩地帯に

おける,天然生アカマツ不良林等を主たる対象とする｢溶

悪林地改良事業」は，特殊の地ごしらえ，肥料木の混

植，卿u等，一連の施業方法によって，極めて顕著な実

績を示しつつ，アカマツ林の更生が図られ，その成長量

の増大が期待されているところであるが，昭和27年度

にこの事業が創始されて以来その実施方法等にも逐次改

良が加えられ，いまや5カ年間の実績の積重ねによっ

て，方法論的には一応の結論に到達したものと考えられ

るが，今後ほこれの汎行普及によって，従来とかく放任

され勝であった，天然生アカマツ林資源の培養のため，

その生産性の向上のために，一層の努力を傾注すべきで

あり，同時にまた，この手法から学びとって，いまだ清

悪林地とまでは頚としていないような，いわば中間地帯

とも称すべきような地帯における，アカマツ林の造成な

いし更新に際しても，その林地の状況に適応したある程

度の，肥料木の混植を実施することが，その林分の成長

量の増大を促がすことに，大いに役立つこと．と考えるも

のである。

汀

宇部興産株式会社においては，このほど改良ファウザ

ー法による月産能力3600トンの，尿素工場が竣工し操

業を開始されたところから，去る10月14日，広く関

係方面の人盈を招待して，その披露の会合が催され，私

もその一員としてこれに参列した。

会社側から一応挨拶を兼ねての説明があり，工場の見

学ということになったがしろおとの悲しさ，その製造工

程などについての現地説明を，充分理解するのは困難な

ことではあったが，いずれにもせよ，アンモニアと炭酸

ガスとを，高温，高圧のもとで化合させてつくり出され

る。この大量の尿素が，オートメーション装置のこの新

鋭工場から生産されるそのことは，一つの驚きであり，

わが農林業に貢献するところ甚大なるものがあろうと，

ひとりうなずきながらその工場を出た。

つぎのコースに移るべく歩きだしたとき，前方を歩い

ている人々の会話が，はからずも私の耳に入って来た。

その要点は，このように尿素が錘生産されるようにな

ったのだから，山の植林なども，いままでのように，植

えてから3,40年もたたなければ伐れない，というよう

な気の永いやり方を改めて，飛行機を使ってこの尿素を

林の上から撒布して，手ツ取り早く太らせるようにした

らよかろう・・云々という惹珠のことであった。後につ

いて，聞くともなしにこれを傍受した私は，一体これは

どういう種類（ﾘ騨或，階層）の人燕であろうかと首をか

しげた。

苗畑における苗木養成についての，尿素の葉盾溌布

ほ，もはや常識として実行されているところであるが，

コストの問題その他実施上なお検討すべき点は多Aあろ

うとも，森林の上空から尿素を撒布する云食の，この.人

之の談義は，いまだ夢の段階であるとしても，そのアイ

デアは，育林上今後の研究課題の一つとして取り上げら

るべきものかもしれないと，私はひそかに思ったことで

あった。

V

以上まことにとりとめもないことどもを申し述べた

が，いわゆる4つの島に，限られたせまい国土の上に，

9千余万人の日本長猴が圭存をつづけており，しかもそ

れが昭和46年には1億に達するであろうと，いわれて

いるこの秋,限られた国土を，余すところなく，儲高度

に活用することによって，わが同胞がよりよく生きてい

けるように，道をきり開いてゆくことが，わるわれ盤林

業にたずさわる者に課せられた，重大な査務であること

を痛感するがゆえに，なかば夢物語りに属するようなこ

とどもまでも，敢えてくどくどしく書きつれた次等であ

る。

終りに臨承，いささか旧聞に属することではあるが，

その内容においては，むしろ今後の夢として，その現実

化を図らなければならない問題を含んでいる中谷字吉郎

博士の，ある座談会におけるつぎの発言をここに拝借し

て，この私の新春随想「生産性の向上」の，むすびの言

葉に代えさせていただきたいと思う。

「資源はもつと手近なところにある。たとえば太陽熱

をかえて穀物にしたりする。いちばん有効なのは材木

にすることです。太陽熱による森林の石数の増加は非

常に高いのだから，いつぺん有機物になれば何にでも

なる。ところが山林には肥料をやっていな､､んだ。だ

から，もしも山林を畠と同じように材木というものを

栽培するとしたら，いまの生産力の2倍や3倍にはな

る。そのうちに材木が手を加えて食べられるようにな

れば，食べるものはまだまだあるわけだ。薪1本が1
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新春 随 想

食分(笑声)という風にね｡」（"旧き師と新らしき科学〃

－寺田研究室を出でて20年一『文芸春秋』昭和31年

1月号所載の1節から）

－昭和32年初冬・山口の寓居において一

（旭川営林局長・前山口県農林部長）

ら忘れられ，山火事がでても消火不能とまでいわれたこ

の地が，アメリカ映画に見られるような姿で開拓せられ

ていくのであるから，北海道の変貌も札幌だけではない

のである。

私達はこのように都市も原野も日々に礎りつつあるの

には賛意を表するのであるが，ややもすると，これらが

く緑＞を失うような行き過ぎには充分な警戒をしなけれ

ばならないと思っている。＜緑＞は憩の色といわれてい

るように，心の安息を覚えるにはく緑＞を無視するわけ

にはゆかないq従って，私達は機会あるたびに都市，農

村ともに屋敬林の造成を訴え，街路樹や防風，防霧林の

必要性を唱えてきたのであるが，これらは単にお役所仕

事ではとうてい浸透しない憾がある。それで，ことしの

仕事初めの計画にも,PR活動を大きく採りあげると共

にあらゆる機会にこれの徹底をはかるようにしたいと思

っている。

新春を迎えて，何かやわらかいものをと筆をもったの

であるが，餅屋は餅以外に語れないように，私も私なり

の結論に達したようである。Cl確適林務部長）

☆ ★

変貌する北海道

小野岡清

この頃の札幌の変りようは，長くここに住んでいる私

達にも目を承はらかす程である。多忙な毎日で，朝晩，

役所と公宅を往復だけしている蕊が何カ月ぶりかで子供

達と日曜日など歩くと，ことにこんなピルが，と驚くこ

とがしばしばある程である。戦前20万の人工が50万

に近く，約2倍以上になったばかりでなく，植鴎且を失

った日本の唯一の宝庫としての北海萱の首都である自負

がすべての塞吻にもけんらんさと重厚さを加えてきたの

であろう。

この札幌のピル，ラッシュと§錘問題が中谷北大教授

の筆で文芸春秋誌上を賑やかにしたことは大方の人の知

るところであるが，今ここでその当否を論じようとば思

わないが変りつつある北海道の一端を紹介したい。

じつは，道東に根釧原野と呼ばれる広大なるところが

あるのだが，ここが私達林務関係の者にとって頭の痛く
なるところなのである。

というのは，毎年春になると，必らずといっていい

程，ここで山火事が発生するのである。

しかも，その被雪菌積が途方もなく大きいのである。

32年春の1000余阿渉を焼いたのもここである。但し，

被害金額が零に等しいのもここの特色である。数回，数
10回の山火事で価値のある山林が荒廃に帰し，ほとん

ど樹らしいものはなく，人家もないのであるから，消火

はただ雨を待つばかりという状態である。かつて28年

春には3万町歩を焼き，自衛隊の出動まで願ってようや

く消火をした程だが，そのときも，爆弾の使用による方

法室で考えらたが結局は降雨によりようやく鎮火をゑた

のであった。

この根釧原野にも現在は機械力が従横に駆使されてい

る。すなわち」根釧パイ戸ツトフアーム」がそれで，国

及び道の協力態勢によって巨大なる機械で，まず道路を

開設し，抜根，耕起等と共に入植者の住宅，畜舎の建設

がとり進められている。今蚕で不毛の地として，世人か

雲

言

★ ★

誌越後風物

小島 清
19

越後平野のことを，こちらでは蒲原平野といっている

が，いわゆる’日本一の米どころだ。南蒲原郡に中之島

という村があるが，この一村の供出曇だけでも，山梨県

全体の供出量より多かったとかきいている。

3年続きの豊作で，この平野の村なの表情は明るい。

しかし，この地帯ほど，今昔の移り変りのほなはだしい

地帯も少なかろう。

地図を御覧になれば，すぐ目につくことだが，信濃川

と阿賀野川の2大川がこの平野を流れて，日本海にそそ

いでいる。昔はこの両大川がしばしば氾濫し，氾濫のた

びに田畑は荒れ，艇民は自分の田畑や山林までも抵当に

入れて，金を借りたり，或いは現物の米を借りて，糊口

をしのがねばならなかった。ところが，借りたものは返

す当もなく，抵当物権はそのまま一部の物持ち(金持ち）

に集中して，いわゆる’有名な越後の大地主が誕生し，

それが氾濫のあるたび，雪だるま式にふくれあがってい

った。

小作争議で天下に名をとどろかした木崎村も，阿賀野

川の沿岸にあり，角兵衛獅子の村も毒消し売りの村も，

’
一

《
一
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世に新潟美人といわれる越後芸者の生産地も，せんじつ

めると，信溌川の氾濫が生みだした産物ともいえよう。

何れも村の貧しさが，必然的にそのような商法を，或い

は娘を芸者に身売りせざるを得なかったのだ。余談にな

るが，この地出身の芸者は絶対にお客とかけ落ちした

り，心中はしないという。そのようなことをして抱え主

に迷惑をかけることは，自分の村からの後続部隊の信用

に影響するから，悪い先輩になりたくないという。そう

した心がまえから，決して情におぼれることはないとい

われる。

ところが河11の改修とともに，特に信濃川を分水で寺

泊海岸へ抜く工事が完成してからは，この平野に河11の

氾濫はほとんどなくなった。

それに戦後の農地改革は大地主にも，大多数の小作人

の生活にも，大きな変化をもたらした。更に加えて，日

本一といわれる土地改良事業が行われ，湿田は乾田化

し，土地生産力は急激に上昇した。

この地帯は水田を主とした単作農業ではあるが，従来

小作人時代から耕作面積は割合い多く，2町歩から3町

歩，或いはそれ以上も作っている農家のふところは豊か

だ。平野部で海岸に近く，雪の少ないことも，この県で

は最も恵まれた条件の一つといえよう。農業も機械化さ

れ，碁盤の目のように区劃された水田の中の道を，越後

名物のハサ木をぬってオートパイが走り，また電気洗濯

棲を備えたり，カマドを改善したり，タイル張りの浴室

を作っている農家も少くない。

一方，大地主の方はどうなったか。特にこの地帯の大

地主ともなれば，商工資本その他に手広く投資していた

人もあるが，手固く田畑の承に依存していた地主は，没

落の過程をたどり，田畑の外に，自郡の承ならず他郡に

童で，大面積の山林を所有していだ地主も多い。

ところが，昔は自分の生活の本拠である田畑収入（莫

大な小作料）の余剰を，山林に投資し得たのであるが，

今はむしろ，山林から自分の生活費をかせぎださなけれ

ばならない。従って，自己山林へ積極的に植林してゆく

だけの意欲も，資力にも乏しい。

私は平野部に少し道草をくったので，次に上越線沿線

に筆を転ずることにしたい。

川端康成の「雪国」の害し出しをまねると，「国境の

長いトンネルを抜けると雪国であった。そして汽車の窓

から梁る山鈴はほとんどがポイ山であった｡」というこ

とになる。

清水‘トンネルを抜けて，新潟県へ汽車が入ると，間も

なくスキーで名を知られた湯沢温泉がある。このあたり

から，小千谷縮承で有名な小千谷市に至る上越沿線一

帯，これを魚沼地方といっているが，ここに約9万町歩

、

随 態

の不良薪炭林があり，これを通称，ボイ山という。、

ポイ山とは10年以下，或いは12，3年生で伐採をく

り返すため，樹種の不良，根株の不良によって生産力が

減少している薪炭林をいう。そのボイ山を伐採し，樹高

6尺から丈余に達するソダ状のものを結束したものをポ

イといっている。

ボイという方言はどこから発生したかということに

も，色之な解釈の仕方があるが，やはり，ポエ（小枝）

からの転化と承るのが，－番当を得ているようだ｡この

県の人はイとエをまるで逆に使っている。イと書くべき

ところをエと書き，エと書くべきところをイと書いてす

ましている。自分の娘の名前をキクエとつけたつもり

で，届には，従って戸穂にばキクイと登録されてしま

う。

この地方は，いわゆる豪雪地帯で，天保年間に著作さ

れた北越雪譜にも，

「凡そ日本国中において第一雪の深き国は越後なりと

古昔も今も人のいうことなり，しかれども越後におい

て最も雪の深きこと1丈2尺におよぶは我が住む魚沼

郡なり，、．．､是を以て論ずれば我が住む魚沼郡は日

本第一に雪の深降所なり」

とあるが，今なお大体，同じことが言い得るのである。
従来から，魚沼地方の雪国特有の農家の生活状態は，

生活と燃料とはきわめて深い関連をもち，燃料に対して

は単に生活必需品というだけでなく，むしろ生活の伴

侶，または慰安物として，重要な任務をもってきたもの

と考えられる。ポイの持つ燃えあがる焔と，やわらかい

温さは，生活の慰安として好適なものではあり，また鑑

イは焚きよい点からいっても好適なものといえよう。そ

れにも増して諾イ山は伐採し易いこと，運鐙し易いこと

などの利点を持っている。

こういったことが幼令林伐採の因習となって固定し，

荒廃ポイ山えの誘因となったと思われるが，更にくわし

く検討すれば，いろいろの要因が重なりあっていること

がわかる。共有林の自由伐採が行なわれてきたことや，

各地に入会関係が存在したことなどもその大きな原因を

なすものとふることができよう。

ポイ山の林相織成はどうか。混溺する樹種が非常に多

く，1畝歩くらいの標準地に20誕蕊以上を数えるとこ

ろが少くない。そして坐立する樹種は園生のもの，濯木

性のものが多い。また立木本数がきわめて多いことも特

徴の一つだ。ポイ山においては1反歩当りの伐期におけ

る立木本数は，少ないものでも1,700本，多いものは

5,000本に近い。

また，他の地方の萠芽林のように切り株が重なり重な

って膨大した，いわゆる株というものが存在しない。
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根株はきわめて低く，多くは落葉やくずれた土砂におお

われて露出せず，しかも株からの萠芽は群生して，傾斜

地ではある程度，下方に誘われて地上を闘勧し，この地

方の方言でいうと，のたっている。

平均して7反歩程度の耕作地しか持たないこの地方の

農家の生活は，戦後の農地改革の恩恵にも多くはあずか

らず，また，この地方には50町歩以上の森林所有者も

ほとんどなく，山の多くは細分された私有林と，公有林

や部落使用地，共有林などで占められている。

従って，ここにほ蒲原平野に然けるような顕著な今昔

の変化はみられない。彼等は昔も今も，日本一の豪雪に

とぢこめられて，鑑イをたき，目をいためているのであ

る。若い者はこの退屈にたえかね，或いはそれ以上に，

生計費補給の罰実な必然性から，長いトンネルを抜け

て，南へ南へと腿かせぎに行く。

ボイ山対策には，昭和5年頃から県山林会が手をつ

け，歴代の剃鐇課長も一応は，興味をもって手をつける

のだが，残念ながら効果はあまりなかったと申しては，

先輩各位に対して礼を失することになるであろうか。

対紫として考えられるものは，誰が考えても，さほど

むずかしいものではない。ポイ山対策は要約すれば，造

林の促進と，薪炭林の改良と，生活の改善との3つにつ

きる。

ただ，これを実施に移すことがむずかしいのだ。長い

間の因習と生活様式，更には淡家の経済状態，それにも

増してこの地方の山林の所有形態，叉は規模がこれを阻

んでいる。

（附記）ボイ山については，昭和26年より新らしい

対策を樹て，徐禽ではあるが調査研究と，事業の実施

を図っている。これらの点については，いずれ別の機

会に発表したい。（新潟県林務課長）

★ ★

木 炭 談義

長尾正男

先頃，木炭県営検査第25週年記念として福井県一円

の木炭品評会を県庁所在地ではないが，地元の要望もあ

って県下小浜市で篇催した。

他人の企画した品評会には今までにも随分何度も出席

したが，いざ自分が主催者側に立ってみると何事も催物

一つ行うにはいろいろと今まで気のつかなかった細たし

た準備段取りが沢山あることがつくづくとわかった。開

催地の問題，開催の日取り，陳列場，表彰授与式場の決

定交渉，木炭田品の促進依頼，記念品の注文，審査の期

間，知事出席の都合のよい日等あらゆる因子がから承合

うのである。まったく．1カ月以上も前から計画坦当者は

これらの調整に相当頭をなやましていた。

愈々 開催日になるとあれほど吟味して決めた日取りな

のに朝から雨降りだ。しかしこればかりはどうすること

も出来ない。木炭はかれこれ3,000俵余り集めて中学校
の誰堂に所狭いまでに積承重ねてある。炭俵がきらきら

と光るほどに梁がきあげてあって生食しい萱の匂いが鼻

をつく。貸釦バスが到着するたびに会場の通路は参会者
でひしめきあう。優等賞の木炭の前には人が文字通り蝿

のようにもびりついていて，なでたり，たたいたり，す
かしたりして批判し検討し合っている。一般人の見物材

料としては木炭俵の羅列では全然興味のないものであろ
うが，やっぱり同業の木炭生産者が主として参加するの

だから見る眼が真剣である。

表彰式会場は隣接の県立高校体育館で午前11時から
行ったが，二千数百人の来会者が押し寄せて来たので場
外にあふれるまでの感況。しかも酒の小瓶付弁当等も既
にわたしてあったので一杯飲み始めている。会場は多人

数を収容するたあ腰掛けでなくござ敬にしたものだから

かえって都合がいいのか，中には自分達で持って来た一

升瓶さえ追加して相当度のざわめきだ。

愈を知事挨拶，県会議長祝辞等がはじまったが一杯き
こしめしているので場内は何となくざわめいて折詰弁当
を食べている。私は審査長なので審査の結果報告をする

のだけれど，こればかりはまったく水を打ったような静

けさで聞いていた。私の声が大きくて話が上手（？）と
いう許りではない。審査結果なるものが生産者の諸君に
直結した関心事であるからである。

林野庁からは製炭の権威内田窓技官が長官の表彰状を
携えて遠路来県臨席せられた。各種表状彰授与の時も会

場はまたまたにぎやかになり300名の受賞者名を読み上
げる声もあまりよく聞えない位であった。しかし私は御
静粛に願いますと言って強いて静かにする必要もないと

思った。同じ県内に住んでいてもこの若狭の国小浜市に
出て来るのは初めてだという人灸が半数以上もいる彼等
である。常に深山にいて4蜂の声を聞き雪道を踏んで製

炭業に従事している彼等は，滅多にこのような町に出て
来たこともないし，大勢の集会に出席することだってな

いのである。多少の無礼は見逃しても愉快にしておいた

方がよい。

さて表彰式がすんでも来餐祝辞が終っても案外人数が
減らない。こうした催しでは主催者側はつねに人の動揺
や去就を気ずかつているものだが，折からの雨降りのせ
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いもあって，あとに控えている大阪から頼んで来た上方

演芸会も結構に喜んで観て帰って行ったのでどうやらほ

っとした。品評会出品の木炭はそのまま拠出させるのだ

から出品者にはそれ相当の記念品もやらなければならな

い。これには越前名産の打刃物である出刃庖丁と菜切庖

丁の組合せを各人に実質的の記念として渡したらこれま

た大いによろこばれた。

さて，これでまず品評会も表彰式も表面は無事手落ち

もなく済んだかたちになって一段落したが，このあと県

外から招待した業者諸君に販路拡張の意味で出品物を売

却する仕事が残っている。この売却費を品評会諸費用の
一部に回さなければならないからだ。やがて交渉がはじ

まったがなかなかこちらの予定している価格に達しない

で相当にもめたが，すったもんだの挙句とにかく無事話

がついて海の見える旅館で一席懇親会をやる。県内県外

を通じて数10人の木炭販売業者が出席する｡県外の業者

は福井県としてはお得意様だから大事にしておかなけれ

ばならない｡福井県では黒炭白炭合計280万俵生産する

が白炭朧僅ずかに6万俵程度だからぼとんど黒炭といっ

てもよい。その中100万俵が県外に移出される。移出先

は石川,富山，愛知，静岡，神奈川,東京などだが7割程

度は愛知と静岡にいってしまう。わけても名古屋は大得

意様である。福井の炭でも特に雑の炭は良質なことで定

評を得ているのだ。

その翌日は前日と変ってくれればよかったと思うほど

からりと購れた上天気だ。市役所だの会場を貸してくれ

た学校長だの，その他協力してくれた諸関係者に礼参り

をする。品評会場の炭ほ日本通運との交渉で一度場外に

運び出したかと思うと，貨車の都合で積荷が遅れるため

それまでストックする倉庫がないということで叉会場に

入れたりし，お蔭げで講堂も真黒だ。あとの掃除は水で

流してブラシで洗い立てるのにたっぷり一日がかりだと

言っている。さて審査員は同勢74名の木炭松森員がこ

の役を演じたわけなのだが，相当くたくたになったらし

く今となっては気が脱けたように居眠りしているものも

ある。特に実際的の審査に当った係の責任職員は，品評

会当日は優等，一等の炭俵の横から寸時も離れることは

出来なかったという。要するに審査は公平にやったつも

りだが，これに対する批判ありや否やにも耳を傾けなけ

ればならなかったからである。

しかしこのように品評会を開いて出品木炭を見て，統

制下にあったかつての木炭と比較すると，まったく品質

がよくなったこと，格段のものありと痛感しないではい

られないし，生産者自体も特に品質の向上に意を用いる
ようになって来たことはたしかだ。毎年寒さが近ずいて

くると炭の価格がつり上る。新聞紙上では東京ではなら

丸上の小売価格600円以上だなどとさわがれているが，

それほど高価になれば舞池の生産者も随分うるおうだろ

う．と考える人が多いかもしれない。ところが実際はなか

なかそうはいかない。場所にもよるが1俵当りの原木代

金130円から150円に達する所が多くなって来た。炭俵

と繩で25円，築窯の償却費40円，山出し運搬饗30円，

雑費20円（この中には木炭検査手数料を含む）等の合計

200数10円というものは生産費に使ってしまう。だから

1俵当り100円程度の収入というのが一般である。年間

1,000俵焼いても10万円の収入とすれば決してぜい沢

な生活など望めるものではない。しかも専業，兼業併せ

て5,000戸の中の4割は，原木鱗入費金を親方業者，叉

は農協等の金融溌関から1割程度の高利を払って借り受

けこれにあてるのだからなかなか生活が楽にならない。

山村振興の新らしい施策というと，いつも造林奨励特

産振興などと，となえられが，この木炭生産の奨励助成

も本県では大いに重きをなしているのである。

特に国庫補助のないこの部門に対しての予算盤得は県

単独事業で行かればならず何時も頭をなやます種であ

る。32年度に製炭技術講習，木炭倉庫設獄助成，改良

炭窯構築補助費等290万円ほどの県喪予算をとったが，

いくぶんでも国庫補助があれば大した文句もなく通して

くれる財政当局も純県費となると中を出ししぶる。

木炭検査費についても同じくである。検査員の給料旅

費等すべて木炭公営検査手数料でまかなおうとし，なか

なか県費を出そうとはしない。三浦辰雄大先輩が陣頭に

立ち私達都道府県林務担当者が一致して東都に木炭生産

者大会を開いて，木炭公営検査に対する国庫補助を叫ぶ

理由はこの点にあるのだ。

価値ある木材を炭化するのは勿体ない話だ。木材は木

材として叉パルプ材として使うべきであり，燃料として

は電気とガスがこれに代るべきだということ朧従来とも

論ぜられて来ていあが，理論的にはうなずけても今の段

階としては,早急には改められないだろうし,奥地産業と

しての製炭は依然として重要な地歩を占めている。又こ

れが林務行政上の大きな役割も見逃すことは出来ない。

県の林務課の仕事といえば，特に関係ある人以外は－

特に都会に住む人達は一造林奨励は緑化運動で相当啓蒙

してあるからよくわかるが，あとは木材と炭を掌るとい

うような漠然とした考えを持っていることが，案外多い

のではなかろうか。森林計画,治山,林道等の仕事は何処

の課が主管しているかということは，ほんとの地元関係

者以外は案外知らないかも知れない。林務の根本問題で

あり最重奏ごあるこれ等の仕事を大衆に知らしめるため

の尹段としては，その恩恵によって出来た産物である木

材，木炭を利用するのが一番ピッ劣りとしたものである

－28－
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う。生活必需品としての木炭はその代表的金看板の一つ

である。

しかし前にも述べたように都会では特に木炭の高値が

目立つ。うなぎのかば焼やビフテキ用，或は高級日本座

敬の火鉢用とか，金に糸目をつけない場合は，どんなに

最高級木炭でも高価に買ってくれるだろうが，かりに更

に高騰して1俵700R,800円ということになると，も

う鉾の燃料としては適当でなく一種のぜい沢品として

売行きもぱったりと落ち，石油コンロ，電熱際利用の方

に向って行くのではないだろうか。

まつたく近頃のように木炭が高くなると，今の纒菱は

もう稗木炭価格としての限界に来ているのではないか

とさえ思う。こうした点はなかなか郷沙で今後研究すべ

き問題点である。

ともあれ当県は木炭の生産県として鋭意その増産と品

質の改良に努力織筐しでいるのである。新春早,々まつく

ろげな話ばかりに終止してしまったが，時期が除期だけ

に炭の談ほ火がつけば赤盈となって身も心も暖まる思い

がするのであえて筆をとった次第である。

噸井県林務課長）

も150万県民と密接不可分の関係にあり，これら河1I'の

水資源の確保と流域保全及び山村経済振興に関連する精

細かつ体系的な施策の具現によって，たとえそれが牛歩

であるにせよ，三重の林業の前進を念願して参ったこと

には変りがない。

さて，このような念願は幾たびかの新春を迎え続けな

がらも念願そのものに終り果てている感が深い。本年は

どうかしら，33の並びである。33の並びは女の大厄年

といわれる。女ならでの私には無関係であると強腰でい

ても，また夢となりそうだ。猪突盲進の来年に黒白をつ

けようとしても無理かも知れない。

東京と津とでは，道程は百里余りであるが，東京で漠

然と画いた三重の山と，現実のそれとは千里の隔りがあ

ったと思われてならない。それは，三重の山為と云って

も伊勢，志摩，伊賀及び紀州の4カ国の人食を通じての

山であり,地域,地域の人と山とであるからだ。見かけの

山そのものよりも，人を重視した林政の推進でなければ

ならないと痛感している。山を動かす人夜の個性や物の

見方，考え方等によってその地域林業は進歩もし，また

場合によっては退歩もして行くであろう。

この意味において，私はもう少し深く農山村の社会の

櫛造なり性格を究明して，その中に生きる人点の態様を

深く理解するために，山間僻地に深く足を伸して，ほの

暗い灯の下で，対人的な接触を識馬種ねて行き，その中

から何物かの芽を求め，その芽を伸長して行くといった

ような地方林政推進の基本的な考え方に立脚して，三重

の山灸と林業の姿がどう変化して行くであろうか，腰を

据えてじっくりと見つめたいと考える。

（三重県林務課長）

＝

☆ ☆

ここ掘れワンワン

▲

千信好
一
一
一

一
一
一

昭和33年の新春を迎えた。今年ほイヌ年である。成

年といえば童話に出てきた「ここ掘れワンワン」を想い

出さずにはおられない。

私は三重県に奉職して，足かけ5年となった。三重の

山々から大判小判を掘り出せる筈もなければ，毛頭掘り

出す気持で赴任はしなかった。同じ山でも上面（ウワツ

ラ）を見るだけだ，地殻の織造までも深いところに目が

とどくような柄でもない。つまり鉱山家ではないことは

確かである。と云って人間である限り，かわった意味で

のささやかな願いは忍とてなきにしもあらず…．。

〃坂は照る照る鈴鹿は曇る…･〃と往時から馬子歌で聞

えた鈴鹿連峯，平清盛が高熱になやまされた時，白布を

引いたといわれる布引山脈，高見山と吉野熊野国立公園

の一環をなす大台ケ原山を結ぶ台高山脈，及び尾鷺林業

を中心とする紀伊山脈等之を骨格として約:36万町歩の

民有林を背景としての森林費源の増強や，水源を三重の

山に求め，伊勢湾並びに熊野灘に注ぐという特長をもっ

た宮川（綜合開発一変ム建設）を始めとする諸川は何れ

☆ ★
嘩奄

唾

L

新らしき年を迎えて

甲斐重憲

日進月歩という言葉があるが，この言葉をそのままに

具現しているのが科学である。特に最近の進歩は箸るし

いものである。私共が夢に描いていた，宇宙えの旅も不

可能で朧ないような気がする。1957年は人工衛星で終

雑をとげ，新らしき年1958年はどんな年になるでしょ

うか，大きな期待が持たれるであろう。

月日のめく･りは一定の軌道に従って大腸を中心に地球

が廻り秒をきざんで行く。すぎた時は二度と帰って来な

い｡しかし新らしい時がめぐって来る｡不思議と思えば不
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思議だがこれも自然である。お正月と云うのも叉気分が

新たになる｡元旦の日の出を拝む，神様にお参りをする。

これも良い年であるようにとの願でもある。門松を戸毎

に立てる,お祝いの印である｡しかしこの門松については

この頃考え方が礎って来たようである。「クリスマスツ

リー」と云うものが流行して来た。この両者ともに，山

の木を使う事は同じだ。従って，この両者については，

国土調上と云う事から，横桧が這入って来た。門松の廃

止とか，叉「クリスマスツリー」の自しゆくとか，かな

り世間で取りあげられ，それが現実に実行されるように

なってきた。私共のこの岡山地方では数年前から，この

門松が代用紙門松で飾られるようになり，正月気分も別

な感じがもたれて来た。門松飾りに頭を悩ましていた家

人達の重たい気持も，代用品で臓肖されて来たようであ

る。

経済的にも叉時間的にも，主婦の負担は軽くなり晴や

かとなったように見受けられる。

との事は，叉他面山林愛護と云う思想を高め，山林緑

化に対して，物心両面からの効果は大きいようである。

日本一と云う有難くない岡山のはげ山も，年と共に緑を

とりもどし，汚名返上の日も左程遠くはないように思わ

れる。

さて，日本一と云う事に結びついて思い出されること

を述べて見たいと思う｡それは,まず第一に吉備団子の事

である。この吉備団子のことについては，3才の童児も

よく知っている物語りの一つになっている。叉現に，岡

山名物の中に数えられている。ところが，この吉備団子

の材料になっている黍と云う作物を余り岡山で見た事が

なかった。それと云うのも，私共が普通歩き廻っている

林野の近くでは，こんな特殊な作物は耕作してなかっ

た。叉職業が職業であるから農作物に気を引かれる事が

少ない関係でもあった。所が昨年の夏の暑い頃であっ

た。せき悪林改良覗業の講習が県の西南部広島県寄の地

域で開かれ，その現地を歩き廻っている時に，今迄気が

つかなかった，問題の黍畑に出会った。これが吉備団子

,の元になるきびかなと一寸足をとめてよく見直した。

成程黍朧こうした丘陵性の山頂部を開いた畑作地帯に

栽培されている事を知り，何か新らしいものを発見した

かのような感じがした。

こうして，桃太郎が麺昌治に行く時こしらえて貰った

団子のきびが今もなお耕作されて，続いている事はたの

もしいものである。しかし叉一面から見ると，前世紀の

遺物のようにも感じられた。かように，きびは吉備文化

の象徴として続いて来ている。

次に，吉備団子と深いつながりのある桃の事にふれて

見たい。桃と云えば岡山，岡山と云えば桃かといわれる

随 想

程の果物であるが，この桃も最近は，後進地域の桃の声

価におされて，不評を買うような仕末になった。それと

云うのも，天下一であると云う自負心のため桃の栽培者

が油断をしたのではないかと云う事である。

桃の出朧りの候の7月の中頃から8月の終り頃迄は，

駅頭に桃娘を登上させて旅行者に宣伝販売をして相当の

効果をあげているが，その出初めの種類のものが左程と

も云えず不評の原因を作っているのではなかろうか，叉

京阪神の市場に出されるこの早生桃の不評もこれと同じ

ような事で有識者が注意を換起しているのも無理のない

事である。かように，世の中と云うものほ絶えず動き流

れて進歩して行く事を忘れてはならない。

さて，話しは専門外の事にながれてしまったので，こ

れから，少し山の事にふれて見たいと思う。まず考えて

見たい事は造林の事である。

造林のための種苗行政のあり方は，林木育種と云う事

が強く打出されて，本年当りからほ本格的活動が期待さ

れてたのもしい事である。

国の育種場も東北と関西方面に新設が予定されて，そ

の実現が待たれている。各地方の原種苗畑もだんだん軌

道にのり，山行用の新品種の生産も遠く朧ないようであ
る。

戦後10数年を繕圖して，世の中と云うものも安定し

たようである。進淋の事業も31年末で遥淋の未済地も

完全に終って，来るべき木材の需要増大に対して，拡大

造林の実行がすすめられている。このために，造林計画

は次為と改訂を加えられて，現在では第3次の造林計画

が打出されている。昭和27年からの造林10カ年計画

はこれが計画の3カ年を諦固し津30年に改訂が加えら

れ，国の総合経済6カ年計画に見合う第2次造林6カ年

計画となり，更にこの計画は第3次造林計画の樹立とな

り，3回の改訂を見たのである。如何に造林対策が重視

されているかを物語るものである。

この第3次の新造林計画の熊想を見るに，昭和33年

度から37年迄の第工翔5カ年計画と，長期計画として

38年から55年に至る18カ年計画が考究されている。

ここで思うのであるが，計画の卿立は何と云っても，過

去の造澗実漬と森林の翻兄に華ずく将来えの見透しが大

切である。拡大造林の実施に当っては，合理的な計画が

要求されるものであり，これは本年度の内に解決せ源ば

ならぬ課題である。

残されていた問題，公有林経営の蓮直しについてのく

ると,公有林は森林法の改正により,単に民有林として取

扱われるようになったので，自然指鐸が後退せざるを

得なかった。と同痔に他面町村合併促進法の施行により
公有林の処分は立木だけでなく土地迄も分割払下げ等の
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事が行われ，叉一方，6，3，3制の学制改革により，学

校建築その他公共施設の財源に充当される等して，その

経営は極度に乱れた。この立直しがこれからの問題であ

る。しかしおくれ馳ながら昨年度から出発した公有林対

策は，本年度以降においてはその指導体制が整い強"くの

びて来る事になろう。しかし公有林は全部が全部かよう

な乱れた状態にあるとは云えないので，特に明治末記か

ら公有林経営の基礎を確立していた村もある。この村は

県の西北部に位する小山村であるが，この村に先覚者が

いて，その当時としては村民から迫害をうけると云う程

であったが，村民全体植林奉仕の日を定める等計画的に

年を新植をし，手入もして来たのである。この長い間培

われて来た，造林思想は着実なものとなり，そしてそれ

が今日の立派な成果をあげたのである。今日の状態を見

ると，税金をとらないですむような村財政となり，各種

公共施設はもとより，更に昨年からは村独力で養老年金

制度を設け65才以上の村民は，この恩恵に感謝感激し

ているような理想郷が出現している。この小山村はその

名を新庄村と云うのであるが，この村有林の経営方式に

多大の関心をもち他の町村からの視察研究者が多く，そ

の応接に暇がないと云う日もあるとの状態で，嬉しい悲

鳴をあげている。

明日の公有林の建直しのために，他の町村に対し勇気

を与えて呉れる事を信ずるものである。

おくれている民有林の適地適木調査

行政の科学化，産業の合理化がこの頃の合言葉になっ

ている。造林技術においても，適地適木主義の原則があ

るが，さて誰にでも直ちにこの判断を下すだけの力があ

るかは疑わしい。と同時に，民有林の行政としてば，全

体的に見た将来の樹種別目標林型を篭めるための基礎資

料として土壌調査の完成を早めたいものである。このこ

とは，叉別の面からの有効資料としての利用が待たれて

いる。と云うのは，土地資源の利用形態を定める尺度と

もなるからだ。

現在残されている原野の利用に対して，農地として行

くがよいか，叉草地改良により畜産に利用するのがよい

か,林業地として利用するのがよいか,これは土壊調査の

盗料がその決定に対して役割を果してくれるであろう。

最近林業施策が国土保全性から経済性えと大きく転回

されつつあるが，これも時代の流れと云うか，自然のあ

り方と云うか，社会一段も認めて来たようだ。何れにし

てもその根源になるものは森林自体が持つ有形無形の力

である。特に日本の森林が有する生長量においては，西

独，デンマーク，ノルウェ一等におよばないと云う事で

ある。西欧諸国に比べて雨量その他気象条件では悪くな

いが，地質鱗造の面，技術面，政策面で劣る事になる。

これ等は今後の課題として興味のある問題である。

何れにしても，林業のもつ経済的直接目標である木材

の生産性を高めると云う事は，科学技術の綜合応用で，

土地の問題,育苗の問題，植林技術の問題，撫育の問題

等夫々研究工夫して，生長量を引上げ同時に伐期を短縮

する等集約林業に到達せねばならぬ。

木材の生産が林業経営の最終目標であることには何人

も異論はないが，しかし，林業のもつ他の面の効用であ

る大きい問題は水の問題だ。

水が直接の飲料用とされ，農業用水とされる外に近代

工業に使われる水は大きいものがある。水力発電の水も

叉論外とはならぬ。太陽の力，空気の持つ力，これ等は

人力の如何ともなし得ない処である。水については人間

の力で,相当の巾でこれを開発利用することが出来る｡現

在日本一と云われている児島湾の淡水湖化挫業水利事業

は,その工法において,叉その事業量においても，正に驚

異に値するであろう，工事費19億円，工事期間8カ年

を費して，本年の終りに完成せんとしている。こうした

淡水湖が岡山の風光明眉な児島湾に出来上り，叉一つの

名所が出来たことになる。この湖水の水も，その源は遠

く高梁川，旭川の水源地から流れ込承，倉獅11,笹ケ瀬

川，加茂川の流域から流れ来ている。治山治水事業も忘

れずに事業を強化せねばならぬ事は論を俟たない次第で

ある。（岡山県治山課長）

☆ ☆

心の使い･方

林 茂

我を人間の社会生活を見るに誰でも，みな他人のこと

をさせて頂いておるのであり蓑す。例えば農家は人様の

食する物を作り，洗濯屋は人様の汚れた衣類を洗い，建

築屋ほ人様の住む家屋を建て，商売屋は人様の為に品物

の流通のなかだちとなると云う具合で，もし自分の事だ

けをしておったとすれば生活はできないのであります。

すべて人間はお互い他人の事を忠実に至誠をもって為す

人ほど，叉他人のために犠牲となる分量の多い人ぼど，

自分が恵まれてきて好都合となり幸福になるのでありま

す。このように誰もが他人の事をしておることには相違

ないのでありますが，その心使いの動機目的がどうであ

るかによって，そのもたらす結果に雲泥の差の生じて来

ることに就ては気のつかぬ人が多いのではないか，すな

わち形は同じように他人のことをしておっても，その心
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使い，精神作用と云うものが自分本位であるのと，相手

本位，利他的である場合とでは一見，形の上では見分け

がつかないために，善い事さえすればそれでよいのだと

一応は思えるのですが，この心使いの根本が，利己的で

あるか,もしくは利他的であるか,従って，換言すると動

機目的が利己的の心で善い事をするか，動機目的が利他

的で善い事をするかによって，その行為者の品性におい

て，運命において，幸福の差において，極めて大きなへ

だたりが出来て来るのであります。

故法学博士広池千九郎先生は目に見えない人間の精神

作用においても因果律の存在することを科学的に証明さ

れ，同じく善い事をしても精神作用の善悪によってその

行為者自身の運命に異る結果を生じ人間が真の幸福を得

ようと欲するならば，その心が善くなくては駄目だと説

いておられるのであります。善い心とは相季方を真に親

心となって思いやる，心であります。釈迦は慈悲，孔子は

仁，キリストは愛を説きましたが，これらの教説教訓は

現在に至っても，なおサンゼンとして光りを放ち，人類

救済の道しるべとなっておるのでありますが，慈悲と云

い，仁と云い,愛と云い,みなひとしく人類のすべてを苦

悩から救って幸福に溥ぴこうとの深い思いやりの心にほ

かならぬのであります。身の行いに善い事を為し，口の

言葉に善い副『を云うことは誰でも出来易いことでありま

すが，心が善い心となって善い事をすると云うことはな

かなか困難なことであります。「云うは易く行いは難し」

と古くから申されておるが「云うは易く行う事も易く心

使いは極めて難し」と故広池博士は裕言を残されておる

が，まことに宣くなるかなと思うのであります。身口意

一致とは人間の道徳上最も大切なこととして昔から教訓

されておるが身口の一致はできても意まで一致すること

ば容易のことでほあり童せん。

元来人間には自己保存の本能すなわち自我を持ち合

せており，この本能そのものは善悪いずれでもないわけ

ですが，この本能が人間の精神の中に存在しておって，

それが利己的に働く場合は社会権成の原理に反するので

結局自己の幸福をまったくすることが出来ないのです。

すなわち人間が2人以上集るときに社会が織成されるの

であるが，ぼしいま室に利己的本能を発揮するとしたな

らば其の社会は構成されず，延いては自己も成りたたな

くなり却って自我の目的を達し得なくなることは人間で

ある以上誰でも諒解のできるところでありましょう。従

って心使いが利己的に働くときは平和にして秩序ある社

会は構成されず人生の目的たる幸福の実現は期されない

のです。

私は過去において正直，真面目，勤勉，努力して善い

事をするのが人生最上のもののように考えた時代もあり

ましたが，これらのことはふな自分の立身出世とか，自

分の利益の為とか，上司に認められようとか，人から善

く思われようとか，ハツキリ云えば自分本位の下心が腹

の底に存在しておってのことで真に相手を思うとか，人

類の幸福実現のために幾分なりとも貢献させて頂くと云

うような善い心では全然なかったことに気がつき恥かし

ぐ思うと共に利己的な心使いで，いくら努力して書､事

をしても，それは人生最善のものでばないことを悟らせ

て頂き，そして善い事を為さうとするよりもまず善い心

になれと知らされ，心使いが人間の運命に如何ほど大切

であるかを痛感しておるものであります。

（愛媛県林務課長）

★ ★

新らしいということ

久保田四郎

新春にあたって想うことを，何か書こうとして，不用

意に筆を執ったのであるが，

「おい，お前が一番先に書いたi新Jということは，一

体どういうことなんだい」と誰かに問われたとしたら，

これはいささか面喰いそうである。答は至極簡単でもあ

り，さりとて，改めて問われて見ると，誠に由をしき問

題を内在していそうでもある。

別にこれは他人様から問われたのでもなんでもないの

だが，響き出して，ふとそう思ったことなのである。

毎年毎年,無造作に，恭賀新年だの，謹んで新年を賀

し奉るなど；と，幾百千枚の賀状を書きつづけて，相幸方

高堂の万福を祈って来たにもかかわらず，今迄この｢新」

ということを気にも留めていなかったが，今書き出して

この「新」という字に，ふと何かしら，うしろめたさを

感じたのも，あながち，更年期のノイ戸一ゼのせいでも

なかりそうである。

ひもとけば淡謡には，新とは旧の対語とある。して見

れば，旧りたるものが，その対語であるところの「新」

に注意を惹かれたとしても，一応は理由があるとしなけ

ればなるまい。

想えばずい分不用意に，新年を何十遍も重ねて来たも
のである。

数多くの門松を潜って，新玉の年を迎え，数多く年経

て来たもの程，新何を，新を何食というごとく，最も清

潔で，最も新らしかるべき筈であるのに，こと人間に関

する限りにおいて「あいつは旧いよ」と艇される側は，
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大てい，門松を何十遍も潜った，新の字を何10も接頭

語に使用する権利を朧時している側の方にあるらしい。

ことここに至っては，新らしいという言葉はこの辺

で，もつと深く吟味されなければならないような気がす

るのである。

一体新らしいという言葉には，どんな使い方があり，

どんな意味が含まれておるのだろうかと，詮索して見る

ことにする。

「新らしい」ということは，たとえば，謂醗というよ

うに，無条件に潅純で，生を溌諌Iとして，その中には，

もり上がる創造の力がこもっており，ほんとに明るい，

謡塁に満ちたものが内在している態のものが新らしいと

いう言葉の本来の使い方であるべき筈であるということ

は，どなたさまも異議さしはさむ余地がなかろうと思う

のであるが，ところが，面白いことに，これとはまった

く逆の意味で使われておることも，これまたご存じの

通りである。新らしがりやとか'新参者,新米など，何

れも，無条件に，樟かつぎ的な未熟さや，なま意気，軽

挑浮薄という意味の形容詞であったり，代名詞でさえも

あったりするのである。

一つの言葉に，このように，相反する2つの意味を持

たせているのであるから，日本語もなかなか複雑にして

味わいがあると思わざるを得ない。

ところが，言葉の味わいというような抽象的なもので

ある間は，蹄遁ば極めて平穏で，無事なのであるが，現

実権，一旦社会語として，新旧の世代によって使い分け

され始めると，その瞬間，ことは大変課該Iにならざるを

得ない。

若い世代は,新らしさを生命として躍動し,古い殼を打

ち破りながら生長しようとするし，反面，門松を多く潜

った既成の摺戎は，若い世代を，既滅のモラルでこれを

批判し，もり上がる新らしさを，あたかも自己の権威の

座が，ひつくり返るような慌てかたで，むや承に危険視

したり，意識的にこれを軽蔑し，押えつけようとさえす

る。たとえ意識しないまでも，新旧の世代は，宿命的

に，互に無理解であるように思われてならないのであ

る。

この無理解がいたるところで，どこの場所にも，叉ど

の分野にもありわしないかということを心配するのであ

る。

官僚然り，実業界，学界，芸術の世界また然りであ

る。これが，口幅ったいようだが，日本の文化の進展に

ブレーキをかけていばしないかということである。

「近頃の若いものは…･」とよく親父から小言を喰つ

たものであるけれども，また始ったな位で，決して親父

の意見に屈伏しなかった経験と誇りがあるけれども，翻

って，おのれのことをつぶさに省察すると，それがどう

であろうか。

不知不識のうちに，門松を潜った回数が増えるにつれ

て，自分の子供にしろ，若い今の人達にしろ，そのやる

ことなすことが危つかしくて，「近頃の．…」という意

識が頭を錘げて来るのは，どうにも否定出来ないようで

ある。

考えて見ると，若い世代の側から見れば，誠におせっ

かいな話で，旧い側のやきもち位にしか受けとられない

腱きまっている。

きまっていることを敢えて言うのだから，これは，ま

ぎれもなく，こちら側が既に若さと新らしさを失いつつ

あるという自からの観念の老衰を立証しているようなも

のである。

ゆめゆめこの言葉だけは今後つつし難たいものであ

る｡

若い世代の動揺は，たとえば，パチンコ，マージャン

にうつつを抜かしている若干の部分があるとしても，そ

れは，旧い既成の権威が絶対の幅を利かしているという

特殊な圧制下における現象であって，聡明な新らしい世

代は，こんな理届に合わない壁は，早晩破ってしまうに

違いないからである。

私朧，年の功というようなものを全然否定し去るとい

うようなことはしないけれども，それは新らしいという

言葉を謂嘘に,善意に解するという前提に鮪いてである。

およそ，お役所というところも，新らしいという概念

とは対立関係にあるある，ものに，支配されておるとこ

ろらしい。非合理と，非能率の代名詞として，お役所仕

事という言葉があるのを見てもよくわかる。

或る会合，これは，部内の専門技術者協議会が発足し

て，それぞれの分野における意見の調整と，農山村にお

いて何を為すべきかの初討論会の席上であったように記

憶するが，話のついでに出た聯は極めて些細なことに属

するけれども，我左が，なけなしの予算のうちから，書

箱を買ってくれというと，会計を通じて納入される現物

は，婿くなかれ，置県以来納入されつづけた書箱と寸分

違わぬ，古式ゆたかな書類つゑ璽創式の非能率的な代物

ではないか。と笑いぱなしでば済まされぬ一つの批判が

出た。

まさしくそう言われて見れば，私共が職錫としている

お役所というところは，近代琴の中に，緬度ほ勿論，

雷類のはてに至るまで新旧2つのスタイルが雑然と隣り

合わせて，そ沁でいて何の矛盾なしに並んでおるのに気

がつく。

その雑然さの中でば，叉あたりまえの如く慣行という

秩序で，事務が要領よく運ばれてゆく。多少の睡気さえ
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新春随想

刺さが，かりに望まれぬにしても，門松数10回組のマン

ネリズムは極度に排挫されなければならないと思ってい

る。技術屋の技術というものは，稜承重ねによって磨か

れ，然も日点に新らしさを要求しておるではないか。

旧年なかば，林務提案制を採用したのも，詞ま，新旧

の理解を深め，技術の面，事務の面で少しでもこれを改

善したり，合理的なものにしようとするみんなの総意か

ら生れたものであった。勿論この制度は，年功が無意味

であると同じように，単に年齢的な若さも決して特権で

はないという前提である。

雑然と話しの緒口らしいものを書いているうちに，松

川理事長さんから御下命の〆切日が来てしまった。

それで，誠に唐突で，木に竹を接ぐ仕儀と相成ったわ

けであるが，本論を省略して，急いで新春の一言を述べ

さしていただいて，責をふさぐこととする。

新春に想うこと，それはただ一つ。今年はぜひ前向き

に歩きたいということである。

少くも去年の林政より新らしい前向きの林政を実現し

たいということである。（寵山県林務課長）

我慢する気ならば，この秩序に馴れ，慣行をマスターす

ることによって，役人最大の栄誉であるところの，大過

なきことが期せられる仕組である。

日本の文化を「八の字」文化だときめつけた美術評論

家がおる。

これは，床の間に富士山の絵をプラ下げて見栄を張っ

ている形式主義をl朝笑したものらしい。

八の字を描けば，富士山であり，富士山であれば結構

なものと，一種の符牒，一種の慣行で，ものの価値ずけ

がなされておると‘いうのである。

秒速8キロの人工衛星が宇宙をかけ廻っておるとき

に，日本文化の大部分が，この無内容な，そして新らし

さの要素を少しも持たない形式主義で充満され，然も大

きな顔をして罷り通って，日本人の生活を貧しくしてい

るというのである。

お役所という組織の内部にも，いやそれよりも，おの

れの中にこの「八の字」があく・らをかいているのではな

いかと反省する必要がありはしないか。

若い世代のもり上がる，新らしさの追求意欲ほどの溌

＝
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昨年の本誌9月号に岩野さんが林業会議でジャワへ行

かれた時の話が戦っていたが，おしまいの方に故石川蔵

吉さんについての美談にふれておられた。それでその間

の消息について私も些か関係があるのでもう少し御紹介

しておきたい。このことはいつか機会があったら書いて

ぷたいと思っていた。

昨年6月，石谷長官に随行して岩野さんがジャワのバ

ンドンへ行かれることを承って，私は早速自分の写真と

手紙を岩野さんに託した。宛先はウスマン，ナンデイカ

君，かつてのガロー営林署長である。私はジャワ在住

1957年6月14日バンドン青森営林局長森川幸一様

拝啓岩野三門さんからあなたのお写真をお手紙と

をうけとり非粥になつかしく存じます。ここに心から

厚く御礼申上げます。そして私も私の家族の写真を一

葉お送りします。私はあなたが当地においでの頃を覚

えています。特にカリキル（チカジヤン）で亡くなっ

た石川蔵吉さんを思い出し霞す。石川さんとあなたは

いつも私と家族に親切にして下さいました。石川さん

ほ私には父の蛾でした｡どうかあなたからも石）ilさ
んの御家族に，私共家族からよろしくとお伝え下さ

中，かねて農林1号窯の創始者である

石川さんに，製炭技術についての長い

間の御自身の研究なり体験なりを，後

輩のために書いて下さいと願っておい

たのに対して2冊のノートに収められ

たのだが，石川さんが現地でなくなら

れたのでそれを内地へ持って帰るつも

りだった。ところがオランダの軍隊か

ら日本文で書いたものの携行ほ厳禁と

いうお達しだったので，仕方がない。

そこで彼ウスマン君に託してやがて平

和な時が来たなら送ってくれるように

頼んでおいたのである。

さてこそこの機会に岩野さんにそれ

を持って帰っていただければありがた

いと考えた次第。ところが彼氏いった

い生きてるのか死んでるのか，どこに

いるのか，皆目わからない。あれから

10年まだガ画一で署長をしているとは

い。私のおあづかりした石川さんの

ノートブックはズルオルジヨの第2

回目の極深の際，着物や色盈な物と

一緒にオランダ兵に盗まれて失って

しまいました。

私は只今第1営林局長としてバン

ドンに勤めています。そして目下バ

ンドンで開催されているAPFC会

議（アジア林業会議？）の地方組識

委員会の議長としてお世話をしてい

ます。

あなたがバンドンにおいでになら

なかったのはまことに残念でした。

どうかもう一度お会いしたいもので

す。私もあなたの国をお訪ねする機

会を得たいものです。敬具

ラデン・ウスマン・ナンデイカ

さて拙い訳文だが，最も待ちこが

れた石川さんのノートブックは盗ま

茜

鵜

今

幸
一 篝▲

;瀧 灘溌溌蕊蕊

思えない。岩野さんまあ一つ当ってゑて下さいというよ

うなわけで。

ところが世の中は面白い。なんと当の彼ウスマン君が

その林業会議の議場にあてられたバンドン営林局の局長

であり，しかも会議の世話役をつとめていようとはまこ

とに以てお釈迦様でもである。岩野さんもアリヤリヤと

暫し唖然とされたことだろう。

ちな承に庁舎こそ当時の場所とは違うらしいが，かく

いう私が戦時中約年間局長として納っていたのが，この

バンドン営林局であり，失礼ながらウスマン君をガロー

営林恕長として配下にしていたのである。

さて帰朝された岩野さんからもたらされたウスマン君

の手紙は次の通りである。これと一緒に奥さんと子供さ

ん3人とでうつした家族のなつかしい写真をいただいた

が，彼氏当時とそっくりの若煮しい顔なのには南方早老

の観念が裏切られて，かえって頭の毛の薄くなった自分

が些か悲しくなった。

れてなくなったという。

あっさりしたドライな返蛎で物足りないが，ともかく

今更どうにもならない，やんぬるかなである。然し独立

後の騒乱常なき彼等の国悩を思うと，彼筆§どんなに苦

難の道を歩いたことかと，むしろ国惜にたえないのであ

る。石川さんには申し訳ないがお許しを願わなければな

らない。

次に手紙の中でウスマン君は石川さんを父のように慕

っているが，これはうれしいありがたいことである。そ

のことについて少しふれておきたい。

石川さんは製鉄用の木炭を舞池で製造する命令をうけ

軍属としてジャワへ渡り島内の各地で試作をされたが，

色,々な条件でうまくゆかなかったらしい。そこで昭和20

年だったか私の勤群池バンドンに来らｵ1最後の試承をガ

戸一営林署の山の中で行われたのである。そこはバンド

ンから80粁離れたガローの町，それから更に山へ30粁

のカリキル部落に近い国存休でパバンダヤンという火山

の中腹に位する瀧舷約1200～1300米の処である。詳し

‐

蕊者・青森営林局長
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森川:石川炭のおもいで

くいえばアンガン州ガロー県チスルパン村パツツールボゴ

ールそこが製炭箇所であった。そこの山小屋に寝泊りを

し，長谷川，山川両君が助手となり現地の労務者を相手

にして色之と苦心の未遂に艇林1号窯を完成し始めて立

派な硬質炭（白炭）が出来たときの喜びは非常なもので

あったし，我をも実に鼻高念であった。あの時の山小屋

でのマカンプツツ･ルCたぼんぶるまい，しかし彼等は酒

を呑まないから御馳走を食うだけ）のうまかったことは

今も忘れない。

恐らくこの頃だろう。ウスマン君が日本の築窯製炭に

異常な興味を持ち:一緒に山泊りをし石川さんの熱心さと

その親切な手まね足差ねの指導講習にすっかり感激して

しまった。マラリヤの高熱に悩蓄されながら，夜中でも

起きて窯を見て廻つたという。

今まで伏擁の消炭の外見たこともなかったので，この

硬質炭をタイルの床に落して金属音を試しては「パグス

スカリ」すばらしいですねを連発したり，切口の光沢を

比べたりして悦に入っていたのを憶いだす。

やがてこの炭が石川炭(ArangKajoelshikawa)叉

は硬質炭(ArangKajoeKeras)として次第に島内に

名が拡っていったのであるが，実にこの地が発祥の地と

なったのであり石川さんにとってば生涯忘れ得ない処と

なったのである。しかも奇しくもこの地が間もなく石川

さんの終えんの地となろうとは誰が夢想したろう。

終戦後パンドンの邦人部隊は，連合軍に対し永くここ

にとどまることを輝って遠く離れた宿営地を設けてそこ

に集結することとなった。それがカリキルである。

私は特別任務でバンドンに残ったが，石川さん達はカ

リキルの宿営地へ移った。

この大世帯の炊事用の木炭が，石川さんの指導で出来

たパッサルポゴールのもので，これをカロー営林署長ウ

スマン氏から払下げていただいたのである。

石川さんはかねてから胃の持病があった。甘いものが

好きで，おまけに空腹になると猛烈に胃が痛んだ。宿営

地では始め自ら炊事当番を買って出られたのも，老の身

の軽い仕事を選ばれたからであろうが，一方自分の好き

な食辨を作るのに都合がよかったのではあるまいかと思

われる。私は，石川さんが12月の半ばに吐血され月末

に下流程近いチカジャンの陸軍病院の分院に入られた便

りを聞いた。越えて1月8日早暁石川さんは遂に永眠さ

れた。時に年58才。その知らせをうけるととるものも

とりあえず私はバンドンからガロー街道をトラックで走

った。沿道至るところ俄かづくりの現地民義勇軍が右腕

をあげてメルデカ（独立）を連呼するのに応えつつ。

チカジャンヘ着いた時は石川さんの遺体は既に火葬に

附されていた。私は豪雨の中で長谷川君等と御骨を納め
た。

翌10日カリキルの宿営地の娯楽室の広間で部隊葬が

厳かに執行された。松浦部隊長以下会葬者約300名，そ

の中になつかしやガロー営林署長ウスマン君と担当区員

のハルジヤ君の顔があった。霊前に進んだウスマン君は

生ける人に物言う如く静かに石川さんの功績と徳とをた

たえ，その兵福を祈った。満畷ま粛然としてウスマン君

を見守った。

葬儀の後で郷ま石川さんの記念碑をパツサル誤ゴール

の製炭地に建てたいと言った。

私は深く感謝を述べ，石川さんの遺骨と建設費用の一

部をおくり叉衣類等のかたみわけをした。そしてその時

前に述べた石川さんのノートブックを託したのである。

それが彼との別れであった。私はすぐにバンドンへ戻り

4月には婦還の途に蒲いたのである。

あれからもう10年を過ぎた。

今でもあの石川炭が普及されているかどうかは聞き洩
らした。恐らく日総生活iこあんな堅い炭は必要でなかろ

うから，あれ以来下火になったかもしれない。

然しウスマン君が健在であるからは彼氏相愛らず金属

音を楽しんでいるかもしれない。

たしかバンドンの北のアルチャマニックという処に見

事なアカシヤ林があってそこにも石川さんは炭窯を10か

20作られた筈だ。

アカシヤ，デクレンスは生長が早く伐期が僅か8年で

直径が25糎にもなるから一つの窯は永久に使えますね

と石川さんと語りあったことがある。

ウスマン君が生きていた。しかもバンドンの営林局

長をしている，私は叉拙いインドネシヤ語で便りを出し

た。ほんとうにもう一度会いたいと思うし，石川さんの

記念碑も見たい。

パッツールポゴールは正面にチコライという高い山が蜂

え，そこに雲霧の去来する景色は実に美しい眺めであっ

た。石川さんはそこを住吉の地と命名されていたが，遂

にそこに永眠された。

最後に御遺族のお許しを得て石川さんの遺詠若干を御

紹介し追慕の念を捧げ御冥福を祈りたい。

長からぬ余命捧げて嬉しけれ

かねとかすべき炭を作りて

身はたとへ虎伏す島に朽ちるとも

とどめおかまし炭焼の窯

しろがねをとかさんものと此頃は

窯の思いに身もやつれけり

とつ国の人に教ゆる炭やきは

思わぬことになやまされけり

ひとり居てジャワの炭がま火焚き居れば

児等集りてたきぎを運ぶ

とつ国の人に教えし炭窯の

煙たなびくジャワの山砲

夜もすがら胃の痛歎に堪へかねて

そと呼んで見る吾が妻の名を

胃の痛ゑこらへてL､ぬる夜な夜なは

．故郷遠く偲ばれにけり（終）
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一

’ 日本の林業技術の紹介

NHK国際局からの依頼によって，松川理事長は，日本の林業技術の紹介の原稿を同局に送

った。それは昭和32年11月23日，及び同月29日の2回にわたり,中国に向けて放送された。

中国文にぼん訳された放送原文は次の通りである。

一一Q－ー

日本広播申台，接着播送演講，題目是「日本的林業技

細，由日本林業技術協会理事長梱11恭佐担任，現在

由本台播音員翻成国語代為広播，歓迎各位継続収聴。

各位聴衆，由林業的立場来講，日本是一箇狭長的島

国，山地傾斜,経営的林業規模,比中国当然恨小，但

是日本的林業面讃，占国土全部的三分之二，森林不但

是一種費源，而且在保存国土的工作上也占有重要的地

位，所以日本林業行政的目標是｢確立森林的経済性，

以実現森林的公益性｣。

現在日本的木材消費量是二十年前的両倍，今後併且有

与年倶増的傾向，所以将来従侭巴森林的成長量増加一

倍，也恐伯程不上，因此我佃就要応用進歩的技術集約

的経営，把有限的土地儘鰯是高生産力，設法将木材与

其他林産物，合理地来加以利用，現在簡単地介紹一下

提高森林生産力的手段与木材的合理的利用方法。

提高森林生産力的手段是

聞防除病虫害，

伺施用肥料或耐直肥樹以促進林木的成長，

筒改良経済性低劣森林的樹種，

脚推進林木育種事業等，

在防除病虫害工作上，研究改良了薬品，同時利用発煙

剤和空中撒怖薬剤的方法，叉在施肥工作上，使用造林

専用的固形肥料，根拠幾年来的試験経験，卿巴樹木的

樹高・直径等都比不緬凹樹，獲得着良好的生長成績，

混植肥樹，対於荒廃林地的復元具有持異効果，而且肥

樹本身的木材価値也恨大,這是一項有利的辨法,叉因

為日本森林以寛莱樹為多，他的経済幽艮為低劣，所以

改良種植針葉樹等優良林木，叉林木育種事業是日本林
業上最致力的事業，卿u工作因為在経済上有一定限

界，難以全面地施行，但是林木育種事業，如能研究成

功就可以全面推進。

讐如選択優良樹木的選抜育種或交雑育種等方法,都在

研究試験，日本自古以来有恨多有能的林業家，対於杉

樹柏樹施行了品種的改良，松樹也有不少的優良品種，

這些選抜育種法和交雑育種法有計画的同時蒜手進行約

時期,是従一九五四年開始的,現在由三箇国営育種場，

与多数的公共或民間団体的設施，展開了育種的工作，

到了一九五九年準備把国営育種場増加到七箇，在這裡

培育出来的原原種,再由各処苗圃増加培殖，来対全国

各地供給更多量的優秀品種的樹苗，優良樹木的品質遺

伝確率，挿苗比実生苗有大約成果表現，由此而証明了

選抜育種法是相当優秀的方法，利用這些方法能相当地｜

期待木材成長量的増加。

在技術上穣随地増加了森林的生産力之外，当然更要対｜
森林的経営計画作合理的推進，因此利用航空摂影来測

量森林和調査資源，対於苗圃造淋採伐搬鍔也利用了

機械的作業，進行了経済的能率的改善工作，只是，在

日本的森林経営技術上，持別要加以考慮的，就是日本

地勢急峻台風水災毎年常有，所以森林工作，鴬要顧慮

到国土的保存工作。

其次在林産物的利用上日本也有了新技術的応用和改

良，就是

H利用廃材生産砕片木材，

㈲使用薄鋸謀坂木材製品的増加，

匂利用薬剤的処理，造成防腐材和耐火材，

卿製造膠合板与集成木材，

勘製造繊維板和砕片板，

㈹利用寛葉樹製造紙漿，

絢研究木材的卿上，

上面的新技術就是把生産主要製品的剰余廃材或弛棄在

森林内的廃材，加以利用製成繊維板砕片板或造紙的原
料，或者研究用他作成人造炭，叉在木材的品質改良分

野上，準職眉在将来把木材照原来形状就能利用，就是

改良生産一種能供集成材膠合板繍陰板使用的林木,併
日生産一種用在木船竜骨与持殊建築的醗形集成材等，

寛澗的木板可以代用為膠合板和繊維板，在製造紙漿
上，研究推進利用向来覚得難用的寛葉樹和価値低廉的

雑木，関於木材淘七的研究，也進展到了木材的完全利
用，和従来末有作這原料用的木材利用分野上，対於他

的研究実用化是根可以期待的。

総而言之把這些在日本方面的溌重森林資源加以最高

度的合理利用，配合日本近代工業的発達，以得使日本

的木材工業也能進得了面目一新的成績，像上面識述的

情形，日本的森林，従各種各様的角度，応用了各種技

術，加以集約的経営，但是在漉有技術上成果的時期為

止，鋤須根長的期間，所以不屈不澆的努力，就是我個

林業技術者的重大責任，這一点相信也是世界上根多国
家的惰形。

我佃希望能和負有同機的林業技術工作的中国人士，通

過技術的交流，互相取長補短，互相報忙援助，謀収亜

洲林業的興隆，進而貢献於世界的和平，這就是我閥衷

心的希望。
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占
但

会 務報告
凸
■
４
０
■◇第8回常務理事会ミスも無かった等を，これらが過ぐる一年間の進歩であ

12月20日午後4時から参議員会館第4会議室に於ろう，と言えば細集子の自負が過ぎるであろうか。

て開催，主として来年度の方針について協議した。◇此の協会も昔しの興林会を改称してから，本年の6月

◇第1回人事相談部委員会を以て満10年を迎える。此の10年間は興林会の歴史
12月20日午後2時から参議員会館第4会議室に於から言えば，過去の創始時代，最も華やかな活動をした

て開催，運営の方法等について協議した。興睦時代,戦中の休眠時代に継ぐ再建の時代であったと

言えるであろう･漸くにして日本林業技術協会という着
編集室より

板が文字通り板に付いて来た恰好である。いよいよこれ

◇いよいよ震た新らしい年を迎え，誰しも今年こそばとからが日林協の伸びる時代であらねばならない。1958年

思うことであろう。「林業技術」誌もまた然りである。の新年を迎えるに当って一層覚悟を新たにして会の発展
①頁数をもつと多くして,せめて50～60頁位にしたい。を期さなければなう底いと思う。会員各位の御支援を切
②内容ももつとバラエティーに富ませ会員の誰もが楽しにお願いしたい。（松原記）

垂

◇いよいよ震た新らしい年を迎え，誰しも今年こそばと

思うことであろう。「林業技術」誌もまた然りである。

①頁数をもつと多くして,せめて50～60頁位にしたい。

②内容ももつとバラエティーに富ませ会員の誰もが楽し

く気易く読めて，得る所が多いものでありたい。③紙質

も良くしたい。④写真の頁も多くしたい。⑤原稿料もも

っと高く払いたい。⑥広告を多く入れて経費をできるだ

けカバーしたい｡･･･等を｡まことに欲の深い言えば際限

がないほどの抱負であるが，さてどの程度まで今年は此

の抱負が満されるであろうか？

◇それにしても昨年をふり返って桑ると，いつも月後れ

だった本誌の発行が，どうにか軌道に乗って略を当月発

行にまでは漕ぎつけることができた。頁数も大体50頁

昭和33年1月10日発行

林業技術第,9,号

編集発行人松原茂

印刷所合同印刷株式会社
～

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
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冒調査団編石狩川源流原生淵総合調査報告1300実費
言

言山林局・日林協編林業用度量衡換算表150(会員135)16
皇梅田三樹男6織職国家公務員試験について25円(〒共）
＝

言日林協噸識術」綴込表紙3016
壽
言
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（注意）1．100円以下の御送金は郵便切手でも差支えありません。
2．振替で御送金の場合は裏面へ必ず御用件を記載して下さい。

診…'‘･…'…‘‘'･東京都千代田区六番町7電(33)7627･9780頚日本林業技術協会・
娠替・東京60“8詞
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工場旭川市・苫小牧市勇払工場

一

☆北越製紙株式會耐
取締役社長田村文±ロ

取締役林業部長鈴木市五郎
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長岡市大手通2ノ735

東京都中央区日本橋本石町3ノ4
電話日本橋（24）5131～5
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取締役社長斎藤 孝

本社東京都中央区日本橋通一ノ六

工場北海道江別市王子一
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東京郁千代、区六番町七
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山林種苗

杉赤枯病防除薬

黄色亜酸化銅粉剤2号
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従来鎌等で行っていた

下刈・地栫・柴刈・林道切開等の手作業は，
マツカラーブラツシユカツターによって完全

仁機械化されています。動力はマツ
カラーチエンソーのエンジンを共用

出来ますので至極便利です。

優美な試験成績と型録を差上
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